
参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

① 地域経済循環の推進
せたがやPay事業の実
施

世田谷区商店街振興組合連合会が実施するデジタル地域
通貨「せたがやPay」の運営を支援し、中小個店デジタルプ
ラットフォームとして区内中小個店や商店街の稼ぐ力を下支
えする基盤として整備することで、地域経済の活性化（中小
個店支援）や電子決済定着による産業効率化（地域産業
DX）等を推進し、もって地域経済の循環を図ります。

〇
せたがやPayアプリ利用者の
継続利用率 78 75 75 78 78 78 ％ 77.50 99.4% 78 77 78

②

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等の伴走支援や補助金、研修型
スクール事業による支援、地域連携型ハンズオン支援を行い
ます。

〇
事業実施前と比較し、売上変
動が好転した事業者数の増
加

215 80 45 45 45 80 事業者 79 36.7% 72 42 37

①
商店街等地域の面的
価値の向上に向けた
取組みの推進

エリアリノベーションの
実施

商店街を含む地域エリア全体の「稼ぐ力」の向上や魅力の再
創出、空き店舗の発生の予防等を目的として、地域の人材を
掘り起こし、核となる店舗誘致や遊休資産などの地域資源を
活かすことで新たな需要を取り込み、もって地域経済の循環
を図ります。

〇
地域におけるリノベーションス
クール・勉強会等の開催 15 3 4 4 4 4 回 12 80.0% 0 6 6

②

商店街や個店の魅力を発信する「まちゼミ・まちバル」や、世
田谷区商店街連合会が実施する、個店の魅力を掘り起こす
「個店グランプリ」などの開催を通じて、広く商店街や個店の
魅力をＰＲしていきます。

まちゼミ・まちバルの実施事
業数 68 17 17 17 17 17 事業 18 26.5% 4 9 9

①

ＡＥＤ、防犯カメラ、スタンドパイプ等の設置・維持管理補助を
継続します。また、少子高齢化、障害理解等の地域課題へ
の取組みなど、公共的役割を深め、地域の拠点としての取組
みを進める商店街を支援します。

〇
①AEDの設置台数
②スタンドパイプの設置台数
③防犯カメラの設置台数

①110
②40

③835

①105
②35

③830

①105
②35

③830

①110
②40

③835

①110
②40

③835

①115
②45

③840

①台
②台
③台

①102
② 34
③852

①92.7%
②85%
③102%

①101
② 35
③829

①101
② 35
③843

①102
② 34
③852

②
顧問的診断士の活用によって、商店街の維持や活性化に向
けた支援を継続します。

〇 顧問的診断士の派遣数 33 33 33 33 33 33 件 33 100.0% 33 33 33

③
商店街等地域の面的
価値の向上に向けた
取組みの推進【再掲】

エリアリノベーションの
実施

〇

商店街を含む地域エリア全体の「稼ぐ力」の向上や魅力の再
創出、空き店舗の発生の予防等を目的として、地域の人材を
掘り起こし、核となる店舗誘致や遊休資産などの地域資源を
活かすことで新たな需要を取り込み、もって地域経済の循環
を図ります。

〇
地域におけるリノベーションス
クール・勉強会等の開催 15 3 4 4 4 4 回 12 80.0% 0 6 6

①
商店街の地域連携の
推進

地域連携型商店街事
業の実施・拡充

商店街のイベントなどをサポートする地域人材を掘り起こすと
ともに、地域の町会・自治会やＮＰＯなどと協働した商店街事
業を実施するなど、地域住民の参加を促していきます。

地域連携型商店街事業の実
施数 12 3 3 3 3 3 事業 4 33.3% 3 2 2

【
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1‐1 区内商業の活
性化と商店街の
公共的活動と更
なる発展

小売業・飲食業等を中心と
する区内商業の活性化を後
押しし、地域における経済
活動や経済循環の促進及
び活性化に取り組みます。

地域連携型ハンズオン支援の実施

個店の積極的な企業活動を
後押しする取組みや環境を
構築するとともに、空き店舗
等の発生の予防に取り組み
ます。

個店の活動を後押しする取組みの推進

公共的役割や街の賑わいに
貢献する商店街等の活動を
後押しし、街の活性化に取り
組みます。

商店街が担う公共的役割への支援

世田谷区地域経済発展ビジョンアクションプラン
地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

商店街のマネジメント機能の育成

商店街等を軸に新たな事業
者や若者が活躍する一つの
プラットフォームとして発展
することを支援します。
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

②

商店街の若手・女性グループが企画、実行するイベント事業
や商店街が過去に実施したイベントとは異なり、新たに企
画、実施するイベント事業を支援することで、商店街等にお
ける新たな事業者や若者の活躍を後押しします。

若手・女性支援事業補助、新
規イベントトライアル事業補助
の実施数

20 5 5 5 5 5 回 13 65.0% 1 6 7

① 区内工業の維持・保全
ものづくり事業者の事業
所施設整備支援

区内のものづくり関連の事業者が、良好な居住環境と操業環
境を確保できるよう、区内での立地継続を支援するための事
業所施設整備の補助を行います。

〇 助成件数 4 1 1 1 1 1 事業 1 25.0% 0 1 0

②
区内工業の振興等、公共的役割を担う団体が取り組む事業
に対して支援を行います。

〇 支援件数 4 1 1 1 1 1 件 2 50.0% 1 1 1

③
区内工業・ものづくりの技術力を区内外に発信し、認知しても
らうため、展示会への出展支援、又は魅力発信イベントを開
催します。

出展又は開催回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

④
事業者の顔の見える
化と交流促進支援

setabizの実施
世田谷区内外の企業への情報を発信し、最適なビジネス
パートナーを見つけ、製品開発や新規取引に結びつける取
組みを実施します。

ホームページ閲覧数 16,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 アクセス 20,562 128.5% 4,483 4,981 15,581

①
区内工業の維持・保全
【再掲】

ものづくり事業者の事業
所施設整備支援

〇
区内のものづくり関連の事業者が、良好な居住環境と操業環
境を確保できるよう、区内での立地継続を支援するための事
業所施設整備の補助を行います。

〇 助成件数 4 1 1 1 1 1 事業 1 25.0% 0 1 0

②
主として準工業地域における工業・建設業等の区内事業者
見学や学校等への出前講座を通じ、区内事業者の顔の見え
る化と地域との交流を推進します。

〇
①住工共生ワーキングの参
加延べ人数
②イベントの参加人数

①180
②120

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①人
②人

①77
②75

①42.8%
②62.5%

①３９
②３４

①３９
②４４

①３８
②３１

①
区民に対する都市農
業への理解促進

ふれあい農園事業の実
施

区民が農に親しむ機会を創出することで、都市農業への理
解を促進するとともに、結果的に区民が体験という形で農作
業の一部を担うことになるという交流による営農支援的な側
面を持ちながら、農地保全につなげます。

〇 ふれあい農園参加人数 136,500 33,500 34,000 34,500 34,500 35,000 人 64,610 47.3% 30,782 30,375 34,235

② 農福連携の推進
障害者施設等を対象と
した農作業体験会や地
域イベントの実施

区内農地の保全および障害者就労の促進と工賃向上に向
けて取り組む農福連携事業において、農作業体験会等の機
会を通した障害者の働く意欲の向上や、地域イベント等によ
る区民及び区内農家の意識醸成を進め、世田谷区における
農福連携を推進していきます。

〇
農福連携事業を通じた区内
就職者数 15 15 15 15 15 15 人 26 173.3% 8 10 16

③

生産緑地法改正による指定要件緩和及び特定生産緑地制
度創設等を踏まえ、関係部署・ＪＡ等と連携して様々な農地の
保全策を進めます。また、他自治体と連携して、買取申出が
行われた生産緑地の各自治体による買取りへの財政的支援
を国に対して引き続き要望していくことなどにより、全体として
都市農地と都市のみどりの保全を目指していきます。

〇
東京都農業委員会・農業者
大会出席回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

1‐3 都市農業の活
性化と農地の維
持・保全

世田谷の農業の振興を図る
とともに、みどり豊かな環境
を守り続けるために、生産緑
地の貸借制度等を活用して
いきます。また、区民と農業
の接点を増やしていくことで
都市農業への理解を深め、
農地の維持・保全を図って
いきます。

農地・緑地の保全推進

時代変化を踏まえた世田谷
工業の競争力維持と活性化
に取り組むとともに、区内工
業の魅力発信と、未来のも
のづくり人材育成につなが
る連携や取組みを後押しし
ます。

工業振興等公共的役割を担う団体の活動支援

工業・ものづくりの魅力発信

準工業地域における事業環
境整備の支援とともに、周辺
住民の理解を促進し、準工
業地域を中心とする工業用
地の維持・保全を図っていき
ます。

住工共生まちづくりの推進

商店街が実施する新たな取り組みへの支援

1‐2 区内工業の活
性化と工業用地
の維持・保全
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

④

区内の農業は、区民から顔が見えるところで耕作が行われ、
新鮮で安全な農産物が、農家の庭先などにある直売所等で
直接区民に提供されている特性があります。このような都市
農業特有の特性を活かした農業を推進するため、区民が農
家の畑で農作業を体験したり、畑で野菜や果樹の収穫を体
験するなどの農家と区民が直接交流できる事業を実施する
機会を設けます。

〇

①ふれあい農園開園数
②農業体験農園開園数
③農作業体験塾実施園数
④野菜作り講習会実施園数
⑤花栽培実施小学校数

①237
②20
③36
④4

⑤120

①58
②5
③9
④1

⑤30

①59
②5
③9
④1

⑤30

①60
②5
③9
④1

⑤30

①60
②5
③9
④1

⑤30

①60
②5
③9
④1

⑤30

①箇所
②箇所
③箇所

④園
⑤校

①115
②10
③12
④0

⑤70

①48.5％
②50%

③33.3%
④0%

⑤58,3%

①54
②5
③6
④0

⑤33

①58
②5
③6
④0

⑤37

①57
②5
③6
④0

⑤33

⑤

関係部署・ＪＡ等と連携して、都市農地が持つ防災、レクリ
エーション、食育など多面的機能を安定的かつ効果的に発
揮させるためのＰＲ活動を行い、区民に対して理解促進を行
います。

都市農業振興・農地保全ＰＲ
イベント開催回数 24 6 6 6 6 6 回 8 33.3% 4 4 4

⑥
区民農園の利活用促
進

区民農園の拡充

都市住民が身近に農作業に親しみながら農業についての理
解を深めることのできる環境づくりが必要とされる中、区民農
園運営により、区民に野菜づくりを通じて土に親しむ機会を
提供するとともに、区内農業への関心と理解を深めて農地の
保全と緑地空間の確保に繋げていきます。

区民農園区画数（新規） 200 50 50 50 50 50 区画 144 72.0% 26 144 0

⑦

農業者の創意工夫による生産性向上や改善に向けた取組
みを支援するとともに、直売を主体とした少量多品目生産と
いう世田谷農業の特徴を踏まえ、経営力の強化に向けた支
援を行います。また、区内の農業振興における牽引役となる
認定・認証農業者に対し、さらなる農業経営力の強化に向け
たハード・ソフト両面の取組みの支援や育成を図っていきま
す。

①都市農家育成補助制度交
付件数
②施設栽培促進補助制度交
付件数
③認定・認証農業者数（累
計）
④認定・認証農業者補助制
度交付件数

①160
②32

③154
④32

①40
②8

③146
④8

①40
②8

③148
④8

①40
②8

③151
④8

①40
②8

③154
④8

①40
②8

③154
④8

①件
②件
③人
④件

①53件
②6件

③293名
④111件

①33.1%
②18.8%
③190.3%
④346.9%

①33件
②5件

③142名
④57件

①24件
②4件

③147名
④53件

①29件
②2件

③146名
④58件

⑧

区内産農産物について、飲食店への販売方法の検討やビジ
ネスプランコンテスト開催による加工品等の新商品の開発支
援、地域ブランドとしての「せたがやそだち」を活用した差別
化、高付加価値化の取組みを推進します。さらに、区内産農
産物の販路拡大に向けて区内ＪＡや農業団体の意向等も踏
まえて検討を進めていきます。

①「せたがやそだち」使用店
登録数
②せたがやそだちビジネスプ
ランコンテストによる商品化数

①8
②12

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①件
②件

①54件
②7件

①675%
②58.3%

①16件
②3件

①22件
②4件

①32件
②3件

⑨

区内農業は家族経営により行われることが多く、後継者は家
族や親族などが多いことから、区としてＪＡ協力のもと後継者
育成事業を継続していきます。また、農家をサポートする援
農ボランティアの育成・確保を行っていきます。

①せたがや農業塾参加者数
②農業サポーター新規登録
者数

①43
②40

①11
②10

①0
②10

①0
②10

①10
②10

①0
②10

①人
②人

①22
②14人

①51.2%
②35%

①12名
（第11期）

②5人

①11名
（第12期）

②7人

①11人
②７人

①
公共事業において、継続的に区内建設事業者の受注機会
を確保するため、公共施設等総合管理計画に基づき、計画
的な工事の機会創出を図っていきます。

〇
公共施設等総合管理計画に
基づく工事の実施件数 105 22 26 31 26 43 件 65 61.9% 24 41

②
民間事業においても、区民の安全で安心な住環境確保のた
め、地域に精通した区内建設事業者が受注できる制度の構
築を検討していきます。

〇
エコ住宅補助事業に基づく
工事の実施件数 11,015 1,669 2,169 3,338 3,839 ー 件 2,132 19.4% 1,637 495

建設業の活性
化と地域貢献活

動の後押し

1‐4 持続可能な都市環境を維持
し、区民の安全かつ安心な
生活を守るため、公共事業
の区内事業者の受注機会を
確保し、地域に根差した建
設業の継続的な振興を図っ
ていきます。

公共事業における計画的な工事の機会創出

区民が行う工事に関し、区内事業者が受注でき
る機会の創出

農業者と区民とのふれあいの場の創出

区民に対する農業PR機会の創出

農業経営力の強化

魅力ある農業経営の展開支援

農業者の担い手育成のための取組み推進
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③
建設業関連産業団体との定期的な意見交換等の場を設け、
情報交換を行うとともに、連携の強化を図っていきます。

意見交換会等の回数 8 2 2 2 2 2 回 3 37.5% 2 2 1

①
地域産業の経営戦略
の基盤となる人材採用

建設業人材確保の推進

正社員（正規雇用）を目指す求職者のキャリアチェンジの取
組みを充実させ、伴走型で企業（事業所）の採用支援を行
い、区民生活を支える建設業の採用マッチングを推進しま
す。

〇
区内企業と求職者のマッチン
グイベント開催数 180 45 45 45 45 45 回 95 52.8% 45 48 47

②

建設業を営む中小企業者が、事業承継、後継者の育成及び
技術力の向上を図る取組みを行うにあたって、その経費の一
部を補助することにより、建設業界における人材育成の促進
を図ります。

〇 補助件数 228 57 57 57 57 57 件 10 4.4% 6 7 3

③
区内企業の経営者（管理者）とメンターとなる若手社員を対
象にした従業員の離職防止・定着促進のためのセミナーの
開催など育成支援を行います。

〇
定着促進セミナーの開催回
数 28 7 7 7 7 7 回 10 35.7% 7 5 5

① 〇
公共事業において、継続的に区内建設事業者の受注機会
を確保するため、公共施設等総合管理計画に基づき、計画
的な工事の機会創出を図っていきます。

〇
公共施設等総合管理計画に
基づく工事の実施件数 105 22 26 31 26 43 件 65 61.9% 24 41

② 〇
民間事業においても、区民の安全で安心な住環境確保のた
め、地域に精通した区内建設事業者が受注できる制度の構
築を検討していきます。

〇
エコ住宅補助事業に基づく
工事の実施件数 11,015 1,669 2,169 3,338 3,839 ー 件 2,132 19.4% 1,637 495

産業広報誌や産業フェスタへの出展など、建設産業の地域
貢献活動のPRや活動の後押しをします。

①産業フェスタ、都立高校、
HWVでの魅力発信の実施回
数

8 2 2 2 2 2 回 3 37.5% 1 1 2

「POPEYE」と連携した冊子の発行や冊子発行と連動した就
職促進イベント（オフライン）を開催する等、建設業の魅力を
発信し、区内事業所の人材不足解消につなげます。

②POPEYEの制作部数とク
リック数 72,000 ー 24,000 24,000 24,000 24,000 件 24,000 33.3% 0 0 24,000

①
産業政策の拠点である三軒茶屋産業プラザの更なる効果的
な活用による産業活性化に資する取組みの推進や産業交流
を促す機能強化について検討します。

〇
産業団体代表者等と区との
意見交換会等の回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

②
イベントや交流の機会の創出などを通じて、産業団体や区内
事業者の連関を促進します。

①産業フェスタ開催数 4 1 1 1 1 1 回 2 ー 1 1 1

各産業の強みや魅力、資源
等を見える化し、産業間の
連携や連関を促すことで、
新たな価値の創出や事業経
営の安定等を後押ししま
す。

産業プラザにおける交流促進機能の拡大

区内産業間の連関促進

建設業関連産業団体との意見交換等の実施

人材確保や定着等の事業
継続に向けた取組みの後押
しを行っていきます。

建設業の人材育成促進

建設業従事者の離職防止

脱炭素化やまちづくりの担
い手としての公共的役割
や、区民への地域貢献活動
への後押しに取り組みます。

公共事業における計画的な工事の機会創出
【再掲】

区民が行う工事に関し、区内事業者が受注でき
る機会の創出【再掲】

③ 地域貢献活動への後押し

1‐5 産業分野間の
発展に向けた連

関の促進
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③
各種産業団体との意見交換会等の場を設置し、課題の共有
と、交流の促進を図ります。

産業団体連絡会の回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 6 6 5

行政サービスにおける区内
事業者の積極的な活用を検
討します。

①
行政サービスの提供時において、関係所管に対しても区内
事業者の積極的な活用を働きかけるとともに、活用の幅の拡
充について検討を行います。

小規模事業者・フリーランス
への行政サービス発注回数 20 5 5 5 5 5 回 0 0.0% ー 0 0

①

区内中小事業者の事業経営に必要な資金の調達を支援す
るため、区の制度融資取扱金融機関から低利で融資が受け
られるよう、融資のあっせんを行います。また、融資制度の一
環として、区から利子の一部を補助します。

〇 融資あっせん件数 7,150 1,750 1,750 1,800 1,850 1,900 件 4,134 57.8% 1,671 1,952 2,182

②

中小事業者の経営に係る総合相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業者の経営改善等を支援します。併せて、必要に応
じ、経営支援コーディネーターが事業者に伴走し経営相談
に当たることで、事業者が抱える様々な課題に対応します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

事業活動を下支えする施策
や取組み（セーフティネット）
に関する情報について、必
要とする区内事業者がより
情報取得しやすくなる環境
の構築に取り組みます。 ①

産業情報の効果的な
発信

メールマガジンによる産
業情報の発信

区内事業者に補助金やセミナーなどの情報を、メールマガジ
ン配信サービスを活用して発信し、区内事業者が経済産業
分野の情報に円滑にアクセスできる環境の改善・構築を図り
ます。

〇 メールマガジン配信数 200 50 50 50 50 50 回 121 60.5% ー 48 73

① 〇

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等の伴走支援や補助金、研修型
スクール事業による支援、地域連携型ハンズオン支援を行い
ます。

〇
事業実施前と比較し、売上変
動が好転した事業者数の増
加

320 80 80 80 80 80 事業者 79 24.7% 72 42 37

②

区内中小事業者による販路拡大を目的とするホームページ
や動画の製作、インターネット広告による販路拡大の取組み
や、IT活用による効率化等の取組みに係る費用の一部を補
助します。

〇 補助件数 100 25 25 25 25 25 件 50 50.0% ー 30 20

③
区内中小事業者等の生産性向上に資する設備投資や製品
購入、効率化や省エネ性能の高い設備や製品等経費の一
部を補助します。

〇 補助件数 80 20 20 20 20 20 件 38 47.5% ー 20 18

④
国による先端設備等の導入に係る優遇措置の普及啓発等を
通じて、区内事業者の先端設備導入を促し、生産性向上を
図ります。

認定件数 24 6 6 6 6 6 件 7 29.2% 5 4 3

販路拡大やITの活用推進支援

生産性向上に向けた設備整備の後押し

生産性向上に資する先端設備等の導入促進

産業団体との意見交換会等の実施

行政サービスにおける区内事業者やフリーラン
スの積極的な活用

２
 

多
様
な
事
業
者
が
安
心
し
て
継
続
的
に
事
業
を
営
み
成
長
で
き
る
世
田
谷
区

事業者による資金需要を支
えるため、融資あっせんの
継続的な実施と利子補給を
実施します。また、経営相談
等窓口の拡充など、セーフ
ティネットの提供と充実に取
り組みます。

融資あっせん及び利子補給による事業者負担
の軽減

経営相談窓口の充実

2‐2 生産性向上の
後押し

事業者による設備投資の促
進や、販路開発・拡大の取
組みを後押しするとともに、
新技術の活用、新商品開発
等の取組みを促進します。さ
らに、従業員等のスキルの
向上（リスキリング等）や事業
者間の協業・連携を促進す
る機会や場の構築を進めま
す。

地域連携型ハンズオン支援の実施【再掲】

2‐1 資金供給の円
滑化とセーフ
ティネットの提
供・充実
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

⑤

区内中小事業者の資金繰りや、販路拡大、ＩｏＴの活用、事
業承継など、事業者の経営を支援するため、様々な技術・ノ
ウハウや専門的な知識・技能を有する経営支援コーディネー
ターが、事業者や創業者に対する総合的なアドバイスを行い
ます。

経営支援コーディネーターに
よる総合的な経営支援の実
施件数

460 100 110 120 130 170 件 181 39.3% 74 100 81

⑥
製品開発やブランドの向上に資する産業財産権(特許、商
標、意匠、実用新案)の取得に対して経費の一部を助成しま
す。

補助件数 48 12 12 12 12 12 件 37 77.1% 20 18 19

⑦
区内中小事業者による協業や連携を促進する機会やビジネ
スマッチングイベントへ出展する際の費用の一部を補助する
ことにより、事業者の販路拡大や協業の後押しをします。

補助件数 60 15 15 15 15 15 件 36 60.0% 18 17 19

⑧
中小事業者の技術開
発支援

製品開発等の試作・分
析等支援

世田谷区内の中小企業者が、技術の開発、改善、向上等に
資する試験や分析・測定等を、東京都立産業技術研究セン
ターが実施する制度を利用して行った場合に、経費の一部
を補助します。

補助件数 8 2 2 2 2 2 件 7 87.5% 3 3 4

⑨
中小事業者の技術開
発支援

産学公連携相談窓口

東京商工会議所と連携し、区内中小事業者が大学・公設研
究機関等の持つ研究能力や技術相談機能を広く活用できる
よう、東京商工会議所「産学公連携相談窓口」による区内事
業者の技術開発等を後押しします。

紹介件数 8 2 2 2 2 2 件 0 0.0% 0 0 0

⑩
事業者の顔の見える
化と交流促進支援【再
掲】

setabizの実施 〇
世田谷区内外の企業への情報を発信し、最適なビジネス
パートナーを見つけ、製品開発や新規取引に結びつける取
組みを実施します。

ホームページ閲覧数 16,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 アクセス 20,562 128.5% 4,483 4,981 15,581

⑪

IT業界での正社員就職を希望する若年者を対象に、民間企
業と連携して新たなチャレンジに必要な知識や能力、技術を
身に付ける取組みを実施するほか、様々な角度からＩＴ技術
を活用した就労を支援します。

開催回数 60 15 15 15 15 15 回 47 78.3% 23 20 27

⑫
国や東京都などが実施している従業員等を対象としたスキル
向上に関する取組みを情報発信し、啓発を図ります。

従業員等のスキル向上に関
する啓発活動回数
（メールマガジンによる配信）

24 6 6 6 6 6 回 7 29.2% 0 3 4

① 〇

区内中小事業者による販路拡大を目的とするホームページ
や動画の製作、インターネット広告による販路拡大の取組み
や、IT活用による効率化等の取組みに係る費用の一部を補
助します。

〇 補助件数 100 25 25 25 25 25 件 50 50.0% ー 30 20

経営支援コーディネーターによる経営支援

知的財産権の取得に対する支援

ビジネスマッチングイベント出展支援

区内ＩＴ人材の育成支援

従業員等のスキル向上に向けた普及啓発

2‐3 事業効率化や事業課題の
解決に向けて、区内事業者
のITツールの導入やデジタ
ル化・DX化を促進します。

販路拡大やITの活用推進支援【再掲】

デジタル化や
DX化の後押し
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

② 〇

IT業界での正社員就職を希望する若年者を対象に、民間企
業と連携して新たなチャレンジに必要な知識や能力、技術を
身に付ける取組みを実施するほか、様々な角度からＩＴ技術
を活用した就労を支援します。

開催回数 60 15 15 15 15 15 回 47 78.3% 23 20 27

① 安定的雇用の促進
三軒茶屋就労支援セン
ター（おしごとカフェ）事
業の機能拡充

一人でも多くの方が望む仕事に就くとともに区内事業所が必
要とする人材を獲得できるよう、マッチングや伴走型支援の
取り組みをはじめ、人材不足産業支援イベントによる幅広い
仕事の魅力発信やシニア就労等多様な世代の就労を支援
する総合的な機能を果たします。

〇
人材不足産業支援イベントの
参加者数 111 25 27 29 30 40 人 358 322.5% 147 170 188

②
地域産業の経営戦略
の基盤となる人材採用
促進

区内中小企業等人材
マッチング等の実施

正社員（正規雇用）を目指す求職者のキャリアチェンジの取
組みや相談を充実させ、メディアとタイアップしたSNS発信や
冊子等による人材不足産業の魅力発信や伴走型で企業（事
業所）の採用支援を行い、区民生活を支える中小企業等の
採用マッチングを推進します。また従業員の離職防止や育
成支援を行います。

〇
区内企業と求職者のマッチン
グイベント開催数 180 45 45 45 45 45 回 95 52.8% 45 48 47

③

区内企業の経営者（管理者）とメンターとなる若手社員を対
象にした従業員の離職防止・定着促進のためのセミナー等
を通じて、各社の課題や取組みを共有する場や機会を構築
し育成支援を行います。

〇
定着促進セミナーの開催回
数 28 7 7 7 7 7 回 10 35.7% 7 5 5

④

東京しごと財団「中小企業人材確保のための奨学金返還支
援事業」を活用した企業に対して、区がその企業負担額の一
部を補助することにより、奨学金貸与を受けている大学生の
区内企業への就職を支援するとともに、区内の建設・ＩＴ・もの
づくり業界における人材確保の促進を図ります。

〇 補助件数 8 2 2 2 2 2 件 0 0.0% 0 0 0

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

区内事業者間の交流支
援

新たな産業活性化拠点に整備予定のコワーキングスペース
において、インキュベーションマネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。
【カウント対象】　※下記の合計
①ビジネスマッチング支援（KPI１－３、KPI２－３）
②インキュベーションマネージャーの配置
③外部とのネットワーク作り
④コワーキングスペースでの交流促進

〇 ビジネスマッチング支援件数 2,040 0 70 980 990 150 社 70 3.4% 0 0 70

②
区民に対する都市農
業への理解促進 【再
掲】

ふれあい農園事業の実
施

〇

区民が農に親しむ機会を創出することで、都市農業への理
解を促進するとともに、結果的に区民が体験という形で農作
業の一部を担うことになるという交流による営農支援的な側
面を持ちながら、農地保全につなげます。

〇 ふれあい農園参加人数 136,500 33,500 34,000 34,500 34,500 35,000 人 64,610 47.3% 30,782 30,375 34,235

③ 〇
主として準工業地域における工業・建設業等の区内事業者
見学や学校等への出前講座を通じ、区内事業者の顔の見え
る化と地域との交流を推進します。

〇
①住工共生ワーキングの参
加延べ人数
②イベントの参加人数

①180
②120

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①人
②人

①77
②75

①42.8%
②62.5%

①３９
②３４

①３９
②４４

①３８
②３１

④
事業者の情報発信の
後押しと交流支援【再
掲】

setabizの実施 〇
区内事業者の区内外への情報発信サイト（setabiz）を構築
し、ビジネスパートナーの発見を後押しし、製品開発や新規
取引に結びつける取組みを実施します。

ホームページ閲覧数 16,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 アクセス 20,562 128.5% 4,483 4,981 15,581

「奨学金返還支援事業」を活用した登録企業の
支援

地域における事業者と消費
者の相互理解の増進や、地
域内での事業者間の協業・
連携の促進、地域内での取
引促進の仕組みの検討な
ど、地域における事業者の
顔の見える化の検討をしま
す。

住工共生まちづくりの推進【再掲】

2‐4 安定的な事業
経営に必要な
体制整備の後
押し

従業員の確保に資する支援
や雇用、従業員エンゲージ
メントに関する相談の場の充
実、経営者による経営課題
や取組みを共有する場や機
会の構築、安定的な事業経
営基盤や体制の構築を後押
しします。

区内企業への従業員の定着促進支援

区内ＩＴ人材の育成【再掲】
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

⑤

区や産業振興公社等が主催／共催等のイベントや区有地に
おいて、区内事業者が出店する機会や枠を創出し、区内事
業者のPRや消費者との接点の増加を図っていきます。
→　区や産業振興公社が主催するイベントや事業において、
区内事業者が出店する機会や枠を創出や、事業者との協働
事業、事業者間の連携、取引促進につながる取組を行うこと
で、区内事業者のPRや消費者との接点の増加を図っていき
ます。
⑤は、実行。⑥は、研究のイメージ？

区、産業振興公社等の共催
イベントにおける区内事業者
が出店できるイベント回数
→　区、産業振興公社による
取引促進につながる事業の
実施回数

12 3 3 3 3 3 回 8 ー 4 2 6

⑥
他自治体等での仕組みを参考に、区内事業者間での取引
促進や交流の創出に繋がる機会や仕組みについて検討しま
す。

区内事業者間の取引機会に
つながる交流会・イベントの
回数

120 － 40 40 40 40 回 47 ー ー 0 47

⑦ 〇
行政サービスの提供時において、関係所管に対しても区内
事業者の積極的な活用を働きかけるとともに、活用の幅の拡
充について検討を行います。

小規模事業者・フリーランス
への行政サービス発注回数 20 5 5 5 5 5 回 0 0.0% ー 0 0

⑧ 〇

関係部署・ＪＡ等と連携して、都市農地が持つ防災、レクリ
エーション、食育など多面的機能を安定的かつ効果的に発
揮させるためのＰＲ活動を行い、区民に対して理解促進を行
います。

都市農業振興・農地保全ＰＲ
イベント開催回数 24 6 6 6 6 6 回 8 33.3% 4 4 4

① 経営相談窓口の充実
取引適正化等に関する
相談対応

中小事業者の経営に係る総合相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業者の経営改善等を支援します。併せて、例えばイン
ボイスへの対応や取引適正化等といった課題に対し、必要
に応じ、経営支援コーディネーターが事業者に伴走し経営
相談に当たることで、事業者が抱える様々な課題に対応しま
す。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

② 産業情報の発信強化
取引適正化に関するガ
イドライン等の情報提供

個人事業主やフリーランスに、取引適正化に関するガイドラ
イン等の情報を、メールマガジン配信サービスを活用して発
信し、安心して働ける環境を整備します。

〇
取引適正化に関するガイドラ
イン等の情報発信（メールマ
ガジン配信数）

24 6 6 6 6 6 回 2 8.3% ー 1 1

①
産業情報の効果的な
発信【再掲】

メールマガジンによる産
業情報の発信

〇

区内事業者に補助金やセミナーなどの情報を、メールマガジ
ン配信サービスを活用して発信し、区内事業者が経済産業
分野の情報に円滑にアクセスできる環境の改善・構築を図り
ます。

〇 メールマガジン配信数 200 50 50 50 50 50 回 121 60.5% ー 48 73

②
区内地域経済に関する統計データ等を集計・集約し、その
状況等を情報提供・共有します。

〇 分析データの提供・共有回数 44 8 12 12 12 12 回 13 29.5% 0 7 6

③
区内事業者の実態や地域産業を取り巻く状況等について調
査を行うとともに、結果を公開することで区内事業者の実態
や状況を共有します。

調査実施回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

イベントや区有地等を活用した区内事業者の出
店機会の創出

区内事業者間の取引機会の創出

区民に対する農業PR機会の創出【再掲】

受発注時等に弱い立場とな
りがちな個人事業主やフ
リーランス等が安心・安定し
て事業に取り組むことができ
るよう、価格交渉や納期設
定など取引の適正化に係る
関係法令やガイドラインの周
知強化、相談窓口を通じた
相談対応の充実などを図り
ます。

2‐5 必要な情報へ
の円滑なアクセ
スの改善

必要とする事業者に事業経
営等に有効な情報が届く広
報を実施するとともに、事業
に有効な統計データの提供
等、情報へ円滑にアクセス
できる環境の改善・構築を
行います。

地域経済の分析情報等の提供・共有

区内事業者の実態調査の実施

行政サービスにおける区内事業者やフリーラン
スの積極的な活用【再掲】
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

④ 〇
各種産業団体との意見交換会等の場を設置し、課題や経済
状況の共有を図ります。

産業団体連絡会の回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 6 6 5

⑤
区内農業者を対象に、農業家瑛・技術情報や区の農業施策
等を伝えるとともに、農業者間でのコミュニケーションづくりに
役立てます。

営農だより発行部数 25,500 6,000 6,000 7,500 6,000 6,000 部 12,000 47.1% 7,500 6,000 6,000

①

災害時や復旧・復興時に中心的役割を果たすことになる区
内建設事業者との相互理解を深め、有事の迅速な対応に向
けたコミュニケーションの円滑化を図るとともに、地域の建設
事業者等による社会貢献活動を後押しします。

〇 意見交換会等の回数 8 2 2 2 2 2 回 3 37.5% 2 2 1

②
災害時等を想定したBCP（事業継続計画）セミナーを中小企
業向けに実施します。

ＢＣＰ講座の実施回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

③
関係機関と連携して、サイバーセキュリティリスクに対する理
解の増進や対応策に関する知識の普及に向けたセミナーや
普及啓発を行います。

セミナー開催回数 4 1 1 1 1 1 回 3 75.0% 2 2 1

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

事業者と区内のオフィ
ス、店舗等とのマッチン
グの促進

新たな産業活性化拠点整備事業において、区内の不動産
事業者との連携等により、事業者が区内に定着しやすい環
境を整備します。

〇
【区内定借支援】
区内のオフィス、店舗等の紹
介件数

9 - 1 3 5 5 件 1 11.1% 0 0 1

②

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

コワーキングスペースや
シェアオフィス等の利用
促進

新たな産業活性化拠点整備事業において、コワーキングス
ペースやシェアオフィス等を提供することで、事業者が区内
に定着しやすい環境を構築します。

〇
コワーキングスペース利用促
進【新規】 130 - - 60 70 20 件 0 0.0% 0 0

新規指標
のため集
計値無

③
商店街等地域の面的
価値の向上に向けた
取組みの推進【再掲】

エリアリノベーションの
実施

〇

商店街を含む地域エリア全体の「稼ぐ力」の向上や魅力の再
創出等を目的として、地域の人材を掘り起こし、核となる店舗
誘致や遊休資産などの地域資源を活かすことで新たな需要
を取り込みます。

〇
地域におけるリノベーションス
クール・勉強会等の開催 15 3 4 4 4 4 回 12 80.0% 0 6 6

④

事業者支援の補助や認定等に当たっては、電子手続きの導
入や申請様式の簡素化、統一化を図ることで迅速な手続き
を検討し、利便性の向上を図るとともに、補助金等を活用す
る事業者層の裾野の拡大を図ります。

電子申請可能な支援件数 45 5 10 15 15 15 件 33 73.3% 4 16 17

事業者の区内
定着に向けたビ
ジネス環境整備

事業者のオフィス環境の確
保に向けた情報発信、イン
フラや生活環境の向上に向
けた意見交換や関係所管へ
の働きかけといったソフト面
の支援や、店舗誘致や地域
資源活用といったハード面
の支援により、企業・事業者
が区内に定着しやすい環境
の構築を図ります。

補助金等の電子申請の拡大等の利便性向上

2‐6 災害時等の強
靭かつしなやか
な対応につなが
る後押し

災害時等に備えた知識やノ
ウハウの普及啓発、事業継
続計画（BCP）の策定支援な
ど、災害時・復旧時等の強
靭かつしなやかな対応に繋
がる普及啓発や環境の充実
を図ります。

地域建設産業との意見交換会の取組みと社会
貢献活動の後押し

BCP(事業継続計画)策定支援

サイバーセキュリティリスクに関する理解促進

産業団体との意見交換会等の実施【再掲】

区内農業者への情報発信

2‐7
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

⑤
区内の産業インフラの課題解決に向けて、関係所管と意見
交換会を実施します。 0 ー ー

①
事業承継の円滑な推
進

事業承継プラットフォー
ムの構築

事業承継や廃業を検討する事業者の情報収集に努めるとと
もに、事業を承継したい人とのマッチングを図るプラット
フォームの構築や、関係機関等とのネットワーク等を通じて円
滑な事業承継を促進します。

〇
プラットフォームへの新規掲
載事業者数 50 5 10 15 20 40 社 6 12.0% ー 2 4

②
事業承継の円滑な推
進

事業承継等に関するイ
ベントの実施

事業承継や廃業を検討する事業者に対し、セミナー等イベ
ントを開催することにより、事業承継の全体像や知識を提供
するとともに事業承継プラットフォームへの登録を促進する。

事業承継イベント開催数 11 2 3 3 3 3 回 5 45.5% ー 2 3

③ 経営相談窓口の充実
事業承継等に関する相
談対応

中小事業者の経営に係る総合相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業承継時に必要となる知識やノウハウ等に関する情報
を提供し、事業者が抱える事業承継に関する課題に対応し
ます。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

④ 産業情報の発信強化
事業承継に関する知識
やノウハウに関する情
報提供

区内事業者に事業承継の知識やノウハウなどの情報を、メー
ルマガジン配信サービスを活用して発信します。

事業承継に関する情報発信
（メールマガジン配信数） 24 6 6 6 6 6 回 15 62.5% ー 6 9

⑤ 〇

区内農業は家族経営により行われることが多く、後継者は家
族や親族などが多いことから、区としてＪＡ協力のもと後継者
育成事業を継続していきます。また、農家をサポートする援
農ボランティアの育成・確保を行っていきます。

①せたがや農業塾参加者数
②農業サポーター新規登録
者数

①43
②40

①11
②10

①0
②10

①0
②10

①10
②10

①0
②10

①人
②人

①22
②14人

①51.2%
②35%

①12名
（第11期）

②5人

①11名
（第12期）

②7人

①11人
②７人

廃業を検討する事業者に対
しても必要となる知識やノウ
ハウ等に関する情報発信や
普及啓発に取り組みます。
また、専門家（弁護士・税理
士、金融機関等）による手続
きの支援や相談対応により、
影響を最小限とした対応が
取れるよう支援を行います。

① 経営相談窓口の充実
廃業等に関する相談対
応

廃業等を検討する事業者に対して、必要な手続きや具体的
手順、課題等について、中小企業診断士等による総合経営
相談において相談対応を行うとともに、廃業した事業者に対
しても、有益な知識や再チャレンジに向けた関連情報を提供
します。また、より専門性が高い内容が必要な場合は、東京
都や国の専門組織等の紹介や繋ぎなど、多様な相談に対応
できる体制を構築します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

①
経営相談窓口の充実
【再掲】

廃業等に関する相談対
応

〇

廃業等を検討する事業者に対して、必要な手続きや具体的
手順、課題等について、中小企業診断士等による総合経営
相談において相談対応を行うとともに、廃業した事業者に対
しても、有益な知識や再チャレンジに向けた関連情報を提供
します。また、より専門性が高い内容が必要な場合は、東京
都や国の専門組織等の紹介や繋ぎなど、多様な相談に対応
できる体制を構築します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

②
区民の起業・創業の促
進

特定創業支援事業等の
実施

創業支援事業者との連携を強化し創業相談・創業セミナー
などを実施するとともに創業へのチャレンジを後押しする支
援や、区内事業者向けに支援策の周知を推進します。また、
オンライン配信を行い利便性の向上を図ります。

〇

①創業支援事業における創
業相談等の実施回数
②創業支援事業を受けた証
明書の発行者数

①368
②1,800

①92
②400

①92
②430

①92
②470

①92
②500

①92
②600

①回
②人

①128
②700

①34.8%
②38.9%

①452
②310

①66
②310

①62
②390

３
 

区
民
生
活
を
支
え
る
産
業
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
世
田
谷
区

3‐1 円滑な事業承
継に向けた顔の
見える環境の構
築

事業承継時に必要となる知
識やノウハウ等に関する情
報発信や普及啓発に取り組
みます。また、事業承継を検
討する事業者の情報が共有
される仕組みを通じて、後継
者（担い手）候補との情報交
換やマッチングを促進する
など、円滑な事業承継に向
けた環境整備を行います。

産業インフラの改善に向けた意見交換会の実
施

農業者の担い手育成のための取組み推進【再
掲】

廃業した事業者に対して、
再チャレンジに向けた支援
を行います。

検討中

10/29



参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

①
地域で公共的役割を担う団体が取組む事業に対して支援を
行います。

〇
①商店街への支援件数
②公衆浴場への支援件数
③産業団体等への支援件数

①127
②20
③10

①127
②20
③10

①127
②20
③10

①127
②20
③10

①127
②20
③10

①127
②20
③10

①団体
②団体
③団体

①123
② 20
③ 10

①96.8%
②100%
③100%

①127
② 20
③ 10

①125
② 20
③ 10

①123
② 20
③ 10

② 〇
区内工業の振興等、公共的役割を担う団体が取り組む事業
に対して支援を行います。

〇 支援件数 4 1 1 1 1 1 件 2 50.0% 1 1 1

③ 〇

災害時や復旧・復興時に中心的役割を果たすことになる区
内建設事業者との相互理解を深め、有事の迅速な対応に向
けたコミュニケーションの円滑化を図るとともに、地域の建設
事業者等による社会貢献活動を後押しします。

〇 意見交換会等の回数 8 2 2 2 2 2 回 3 37.5% 2 2 1

④
区内中小企業の振興等、公共的役割を担う団体が取り組む
事業に対して支援を行います。

支援件数 6 6 6 6 6 6 件 12 200.0% 6 6 6

①
産業交流による新たな
産業の創出

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

若者や起業家、フリーランス、会社員、プロボノなど多様な人
材や属性の方が交流する産業創造プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、異業種間の交流促進やチャ
レンジに向けた出会いの創出を支援します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計） 6,900 5,100 5,700 6,300 6,900 7,500 人 7,537 109.2% 4,547 6,701 7,537

②

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

アントレプレナーシップ
教育プログラム等の実
施

新たな産業活性化拠点整備事業において、小中高生を対象
に、起業家との交流やプログラムなどを通じたアントレプレ
ナーシップ（起業家精神）の醸成につながるプロジェクトを実
施します。

〇
アントレプレナーシップ教育
のプログラム数 72 0 12 30 30 35 件 12 16.7% 0 0 12

③

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

開かれた常設の学びの
場の構築

新たな産業活性化拠点整備事業において、子どもや若者な
どが多様な学びを得ることができる常設の将来に向けた学び
の場を構築します。

〇 常設の学びの場の解放日数 755 - 230 250 275 300 日 230 30.5% 0 0 230

④ 〇
主として準工業地域における工業・建設業等の区内事業者
見学や学校等への出前講座を通じ、区内事業者の顔の見え
る化と地域との交流を推進します。

〇
①住工共生ワーキングの参
加延べ人数
②イベントの参加人数

①180
②120

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①45
②30

①人
②人

①77
②75

①42.8%
②62.5%

①３９
②３４

①３９
②４４

①３８
②３１

⑤
若い世代に様々な経験を通して自らの将来を思い描き職業
観を醸成することをサポートするため、建設業や映像産業な
どの民間企業での職場見学や仕事体験を実施します。

事業実施回数 20 5 5 5 5 5 回 8 40.0% 5 4 4

日常の中で子ど
もと仕事が出会
う機会の醸成

工業や建設業、農業分野を
はじめとする産業分野と教
育分野の交流機会の増加を
図り、日常の中で子どもと職
が出会う機会を創出し、職
業選択の多様性を図るととも
に、担い手育成に資する環
境整備や取組みを進めま
す。

住工共生まちづくりの推進【再掲】

キャリアデザインサポート事業

公共的役割を
担う産業団体等
組織の活性化

区民生活の充実や地域経
済活性化に貢献する公共的
役割を担う産業団体等組織
の活性化や活動の円滑化を
後押しします。

公共的役割を担う産業団体等の活動への支援

工業振興等公共的役割を担う団体の活動支援
【再掲】

地域建設産業との意見交換会の取組みと社会
貢献活動の後押し【再掲】

事業者等に対する公共的役割を担う団体の活
動支援

3‐2

3‐3
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

①
常設の学びの場及びスクールの運営を通して、子どもたちの
学びの場づくり、居場所づくりに取り組んでいく。

子どもの年間受け入れ人数/
延べ人数 20,500 - 2,500 9,000 9,000 人数 0 ー 0 0 2,500

②
産業広報誌等を通じた
優良事例の発信

子どもフレンドリーな企
業の活動の推進

産業広報誌等により事業者にとって優良な事例を発信するこ
とで、子どもフレンドリーな意識を持つ企業の活動の後押しを
します。

産業広報誌等による情報発
信回数 16 4 4 4 4 4 回 1 6.3% ー 0 1

実務専門家による助言や伴
走等を得られる仕組みを通
じて、新たなチャレンジや前
向きな挑戦を後押しするとと
もに、チャレンジする事業者
や区民を応援する仕組みに
ついて検討します。

①
地域連携型ハンズオ
ン支援の実施

研修型スクール事業・
交流会

区内で新規プロジェクト立ち上げや起業創業に挑戦する人
たちに対し、専門家や先輩事業者から、企画立案や事業成
長に向けた学びやアドバイスを受けることで、ビジネスモデル
を確立することができるよう、研修型スクール事業による支援
を行います。

〇
スクール受講生又は交流会
参加数 50 50 50 50 50 50 人 133 266.0% 61 78 55

新たなビジネスや様々な活
動や試行を実証的に実施で
きる場や、ビジネス構築に向
けた必要な社会実証実験、
テストマーケティング等を行
うことができる環境の構築、
機会の創出に取り組みま
す。

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

テストマーケティング、
社会実証実験等の推進

新たな産業活性化拠点整備事業において、小売店や飲食
店などによるトライアル販売、区内既存事業者による新たな
プロダクトやサービス開発にあたってのテストマーケティング
等の活動の場や社会実証フィールドの場を構築します。
①シェアキッチンの活用【KPI2-2】
②チャレンジショップの活用【KPI2-2】

〇
テストマーケティング機会の
提供 330 0 100 110 120 160 回 20 6.1% 0 0 20

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、起業家をはじめとした新たな
チャレンジをする人との交流を促し、新たな気づきや付加価
値の増大を目指します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計） 6,900 5,100 5,700 6,300 6,900 7,500 人 7,537 109.2% 4,547 6,701 7,537

②

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

区内事業者間の交流支
援

〇

新たな産業活性化拠点に整備予定のコワーキングスペース
において、インキュベーションマネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。
【カウント対象】　※下記の合計
①ビジネスマッチング支援（KPI１－３、KPI２－３）
②インキュベーションマネージャーの配置
③外部とのネットワーク作り
④コワーキングスペースでの交流促進

〇 ビジネスマッチング支援件数 2,040 0 70 980 990 150 社 70 3.4% 0 0 70

③ 〇
産業政策の拠点である三軒茶屋産業プラザの更なる効果的
な活用による産業活性化に資する取組みの推進や産業交流
を促す機能強化について検討します。

〇
産業団体代表者等と区との
意見交換会等の回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

① 〇

区内中小事業者の事業経営に必要な資金の調達を支援す
るため、区の制度融資取扱金融機関から低利で融資が受け
られるよう、融資のあっせんを行います。また、融資制度の一
環として、区から利子の一部を補助します。

〇 融資あっせん件数 7,150 1,750 1,750 1,800 1,850 1,900 件 4,134 57.8% 1,671 1,952 2,182

② 〇

中小事業者の経営に係る総合相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業者の経営改善等を支援します。併せて、必要に応
じ、経営支援コーディネーターが事業者に伴走し経営相談
に当たることで、事業者が抱える様々な課題に対応します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

新たなチャレン
ジを後押しする
環境や手段の
充実

産業プラザにおける交流促進機能の拡大【再
掲】

安心してチャレンジできるこ
とや再チャレンジを後押しす
るため、セーフティネットの
充実やリスキリング、採用に
関する機会の創出などを行
います。

融資あっせん及び利子補給による事業者負担
の軽減【再掲】

経営相談窓口の充実【再掲】

４
 

意
欲
や
思
い
の
あ
る
人
・
事
業
者
が
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
世
田
谷
区

子どもと親が同空間で働くこ
とができる場の整備に取り組
み、子どもフレンドリーな意
識を持つ企業の活動を後押
しします。 生活と仕事が密接な働き方を後押しする場の環

境整備

新たな気づきや付加価値の
増大を目指した交流の場の
構築や機会の創出を促進し
ます。

4‐1
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出

アクセラレータープログ
ラムの実施

新たな産業活性化拠点整備事業において、アクセラレー
タープログラムの実施や事業スペースの提供、専門人材によ
るサポート、他企業との交流・連携など資金面でのサポート
等を行い、安心してチャレンジできる環境を整えます。

〇
アクセラレータープログラム支
援事業者数 200 0 60 70 70 250 社 60 30.0% 0 0 60

④ 〇

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等の伴走支援や補助金、研修型
スクール事業による支援、地域連携型ハンズオン支援を行い
ます。

〇
事業実施前と比較し、売上変
動が好転した事業者数の増
加

215 80 45 45 45 80 事業者 79 36.7% 72 42 37

⑤
多様な働き方の環境
整備

多様な働き方の相談・
社会保険労務士相談の
実施

ライフスタイル等に応じて多様な働き方を選択することができ
る環境を整備するとともに、人々が安心して働くことができる
セーフティネットとしての相談体制を充実します。

〇
多様な働き方の相談実施回
数・社会保険労務士相談の
実施回数

620 155 155 155 155 155 回 376 60.6% 199 205 171

⑥ 産業情報の発信強化
リスキリング等に関する
情報発信

区内事業者に、リスキリング等に関する情報をメールマガジン
等を通じて周知を行います。

リスキリング等に関する情報
発信（メールマガジン配信
数）

24 6 6 6 6 6 回 7 29.2% ー 3 4

①
産業振興公社とともに区内事業者や経済状況に関する情報
収集を行うとともに、施策の企画立案から実施の各段階で連
携を強化し、より効果的な事業者支援を展開します。

HWV等での事業者支援事業
の回数 ー ー ー ー ー

② 〇
各種産業団体との意見交換会等の場を設置し、課題の共有
と、交流の促進を図ります。

産業団体連絡会の回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 6 6 5

③
地域金融機関等と連携事業等を実施し、ネットワーク強化を
図ります。

地域金融機関等との連携事
業の実施回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

① 〇

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等の伴走支援や補助金、研修型
スクール事業による支援、地域連携型ハンズオン支援を行い
ます。

〇
事業実施前と比較し、売上変
動が好転した事業者数の増
加

215 80 45 45 45 80 事業者 79 36.7% 72 42 37

②
産業交流による新たな
産業の創出

SETAGAYA PORTによ
る新たな産業の創出

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、起業家をはじめとした新たな
チャレンジをする人との交流を促すとともに、事業連携の機
会を提供し多様な働き方を推進します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計）
Synergy!（シナジー）登録

2,800 2,000 2,400 2,600 2,800 3,600 人 3,034 108.4% 2,000 2,707 3,034

地域連携型ハンズオン支援の実施【再掲】

中間支援機能を持つ組織と
の連携を強化し、効果的に
新たなチャレンジを後押しま
す。

産業振興公社による事業者支援の強化

産業団体との意見交換会等の実施【再掲】

地域金融機関等とのネットワークの強化

地域の多様な専門人材やフ
リーランス人材などと地域産
業の接点の増加を促し、地
域の産業支援につながる双
方の成長と新たな価値の創
出を後押しします。

地域連携型ハンズオン支援の実施【再掲】

新たな価値をも
たらす専門人材
の活用の後押し

4‐2

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③ 〇
行政サービスの提供時において、関係所管に対しても区内
事業者の積極的な活用を働きかけるとともに、活用の幅の拡
充について検討を行います。

小規模事業者・フリーランス
への行政サービス発注回数 20 5 5 5 5 5 回 0 0.0% ー 0 0

④

他業種に助言やノウハウを提供し経営の支援や新たな価値
の創出をもたらすコンサルティング業やクリエティブ産業など
産業を支える業種（産業支援業）の活用を後押し、既存産業
の経営改善や新たな価値創出を促進します。

2,800 2,200 2,400 2,600 2,800 3,600 0 ー ー ー ー

①
区民の起業・創業の促
進

特定創業支援事業等の
実施

〇

創業支援事業者との連携を強化し創業相談・創業セミナー
などを実施するとともに創業へのチャレンジを後押しする支
援や、区内事業者向けに支援策の周知を推進します。また、
オンライン配信を行い利便性の向上を図ります。

〇

①創業支援事業における創
業相談等の実施回数
②創業支援事業を受けた証
明書の発行者数

①368
②1,800

①92
②400

①92
②430

①92
②470

①92
②500

①92
②600

①回
②人

①128
②700

①34.8%
②38.9%

①452
②310

①66
②310

①62
②390

② 産業情報の発信強化
起業・創業支援策に関
する情報発信

創業予定者や区内事業者を中心に、起業・創業に関する情
報の配信や、起業・創業時の支援策等をメールマガジン等を
通じて周知を行います。

起業・創業に関する情報発信
（メールマガジンに配信数） 24 6 6 6 6 6 回 16 66.7% ー 3 13

③ 〇

区内中小事業者の資金繰りや、販路拡大、ＩｏＴの活用、事
業承継など、事業者の経営を支援するため、様々な技術・ノ
ウハウや専門的な知識・技能を有する経営支援コーディネー
ターが、事業者や創業者に対する総合的なアドバイスを行い
ます。

経営支援コーディネーターに
よる総合的な経営支援の実
施件数

460 100 110 120 130 170 件 181 39.3% 74 100 81

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

区内事業者間の交流支
援

〇

新たな産業活性化拠点に整備予定のコワーキングスペース
において、インキュベーションマネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。
【カウント対象】　※下記の合計
①ビジネスマッチング支援（KPI１－３、KPI２－３）
②インキュベーションマネージャーの配置
③外部とのネットワーク作り
④コワーキングスペースでの交流促進

〇 ビジネスマッチング支援件数 2,040 0 70 980 990 150 社 70 3.4% 0 0 70

② 〇

中小事業者の経営に係る総合相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業者の経営改善等を支援します。併せて、必要に応
じ、経営支援コーディネーターが事業者に伴走し経営相談
に当たることで、事業者が抱える様々な課題に対応します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

① 〇

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等の伴走支援や補助金、研修型
スクール事業による支援、地域連携型ハンズオン支援を行い
ます。

〇
事業実施前と比較し、売上変
動が好転した事業者数の増
加

215 80 45 45 45 80 事業者 79 36.7% 72 42 37

②
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTによ
る新たな産業の創出

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、起業家をはじめとした新たな
チャレンジをする人との交流を促すとともに、起業・創業者を
区民が応援する仕組みを構築します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計）
Synergy!（シナジー）登録

2,800 2,000 2,400 2,600 2,800 3,600 人 3,034 108.4% 2,000 2,707 3,034

4‐3 起業・創業者を
応援する仕組
みの構築・充実

起業・創業に必要な知識や
ノウハウ等に関する情報や
理解を得ることができるメー
ルマガジンの配信や創業セ
ミナーの開催及び質の向上
を図るとともに、オンライン活
用やライフスタイルに応じた
対応などの利便性の向上を
図ります。

経営支援コーディネーターによる経営支援の実
施【再掲】

資金調達や手続き等に関す
る相談の場や機会を構築・
拡充します。

経営相談窓口の充実【再掲】

起業・創業者の意欲や思い
に対して、区民が応援する
仕組みの検討・構築を行い
ます。

地域連携型ハンズオン支援の実施【再掲】

行政サービスにおける区内事業者やフリーラン
スの積極的な活用【再掲】

産業支援業の活用推進 検討中

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③
区内産業や区内事業者を区民が直接応援できる仕組みを
研究のうえ、検討します。 ー ー ー ー ー

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTによ
る新たな産業の創出

〇
多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、産業分野と多様なコンテンツ
を通じたつながりや交流・連関を促進します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計）
Synergy!（シナジー）登録

2,800 2,000 2,400 2,600 2,800 3,600 人 3,034 108.4% 2,000 2,707 3,034

② 〇
産業政策の拠点である三軒茶屋産業プラザの更なる効果的
な活用による産業活性化に資する取組みの推進や産業交流
を促す機能強化について検討します。

〇
産業団体代表者等と区との
意見交換会等の回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

産業を通じた街
や区内産業を
身近に感じる環
境の醸成

産業分野とスポーツ、教育、
自然、文化等多様なコンテ
ンツを通じたつながりや交
流・連関を促進し、区内産業
や街を身近に感じる（自分ご
と化）ことができる機会を通じ
て、区内産業を応援したいと
考える土壌を醸成します。

産業プラザにおける交流促進機能の拡大【再
掲】

4‐4

基金やファンド等による区民が応援できる仕組
みの検討

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

① 安定的雇用の促進
三軒茶屋就労支援セン
ター事業の実施

一人でも多くの方が安定した仕事に就き、就労し、また事業
所が必要とする人材を獲得できるマッチングを進めるととも
に、雇用労働分野のワンストップ窓口としてキャリア相談をは
じめ総合的な支援を行います。

〇
三軒茶屋就労支援センター
のセミナー開催数 720 180 180 180 180 180 回 374 51.9% 178 182 192

②
地域産業の経営戦略
の基盤となる人材採用
【再掲】

区内中小企業等人材
マッチング等の実施

〇

正社員（正規雇用）を目指す求職者のキャリアチェンジの取
組みや相談を充実させ、メディアとタイアップしたSNS発信や
冊子等による人材不足産業の魅力発信や伴走型で企業（事
業所）の採用支援を行い、区民生活を支える中小企業等の
採用マッチングを推進します。また従業員の離職防止や育
成支援を行います。

〇
区内企業と求職者のマッチン
グイベント開催数 180 45 45 45 45 45 回 374 207.8% 178 182 192

③
高齢者就労メニューの
さらなる充実

R60 -SETAGAYA-及び
シルバー人材センター

働きたいシニアと働き手を求める事業者を対象にセミナーを
開催し、シニアに対する理解を深めるとともに、セミナーを通
して働きたいシニアのニーズに合った仕事の開拓を図りま
す。

〇
R60 -SETAGAYA-のセミ
ナーの開催回数 28 7 7 7 7 7 回 16 57.1% 8 7 9

人々が安心して働くことがで
きるセーフティネットとしての
相談体制を充実します。

①
多様な働き方の環境
整備【再掲】

多様な働き方の相談・
社会保険労務士相談の
実施

〇
ライフスタイル等に応じて多様な働き方を選択することができ
る環境を整備するとともに、人々が安心して働くことができる
セーフティネットとしての相談体制を充実します。

〇
多様な働き方の相談実施回
数・社会保険労務士相談の
実施回数

620 155 155 155 155 155 回 376 60.6% 199 205 171

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

コワーキングスペースや
シェアオフィス等の利用
促進

〇
新たな産業活性化拠点整備事業において、コワーキングス
ペースやシェアオフィス等を提供することで、どこでも働くこと
ができる環境を整備します。

〇
コワーキングスペース利用促
進【新規】 130 - - 60 70 20 件 0 ー ー ー ー

② 〇

【検討中】
地域の事業者と区とのハブとなる、区内コワーキングスペース
開設予定事業者及びコワーキングスペース運営事業者に対
して、支援を推進します。子どもと親が同空間で働くことがで
きるコワーキングスペースやシェアオフィスの整備を誘致する
など、子どもフレンドリーな環境整備を推進します。

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、起業家をはじめとした新たな
チャレンジをする人との交流を促すとともに、事業連携の機
会を提供し多様な働き方を推進します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計） 6,900 5,100 5,700 6,300 6,900 7,500 人 7,537 109.2% 4,547 6,701 7,537

②

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

区内事業者間の交流支
援

〇

新たな産業活性化拠点に整備予定のコワーキングスペース
において、インキュベーションマネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。
【カウント対象】　※下記の合計
①ビジネスマッチング支援（KPI１－３、KPI２－３）
②インキュベーションマネージャーの配置
③外部とのネットワーク作り
④コワーキングスペースでの交流促進

〇 ビジネスマッチング支援件数 2,040 0 70 980 990 150 社 70 3.4% 0 0 70

生活と仕事が密接な働き方を後押しする場の環
境整備【再掲】

新たな価値創出や気づきに
つながる交流機会の創出や
環境の構築に取り組みま
す。

どこでも働くこと
ができ創造性が
発揮される環境
の整備

5‐2

【

基
本
的
方
針
２
】

誰
も
が
自
己
の
個
性
及
び
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

起
業
の
促
進
及
び
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
図

５
 
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
世
田
谷
区

5‐1 求職者が望む
仕事が見つかる
環境の整備

就労支援やマッチング、キャ
リア相談の窓口等を充実さ
せ、求職者がニーズに沿っ
た仕事に就けるよう、就労環
境整備に取り組みます。

働く場所や空間、会議室等
スペース等の整備に取り組
み、どこでも働くことができ創
造性が発揮される環境を整
備します。

検討中

検討中

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③ 〇
産業政策の拠点である三軒茶屋産業プラザの更なる効果的
な活用による産業活性化に資する取組みの推進や産業交流
を促す機能強化について検討します。

〇
産業団体代表者等と区との
意見交換会等の回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、起業家をはじめとした新たな
チャレンジをする人との交流を促すとともに、事業連携の機
会を提供します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計） 6,900 5,100 5,700 6,300 6,900 7,500 人 7,537 109.2% 4,547 6,701 7,537

②
安定的雇用の促進【再
掲】

三軒茶屋就労支援セン
ター事業の実施

〇

一人でも多くの方が安定した仕事に就き、就労し、また事業
所が必要とする人材を獲得できるマッチングを進めるととも
に、雇用労働分野のワンストップ窓口としてキャリア相談をは
じめ総合的な支援を行います。

〇
三軒茶屋就労支援センター
のセミナー開催数 720 180 180 180 180 180 回 374 51.9% 178 182 192

③
高齢者就労メニューの
さらなる充実【再掲】

R60 -SETAGAYA-及び
シルバー人材センター

〇

働きたいシニアと働き手を求める事業者を対象にセミナーを
開催し、シニアに対する理解を深めるとともに、セミナーを通
して働きたいシニアのニーズに合った仕事の開拓を図りま
す。

〇
R60 -SETAGAYA-のセミ
ナーの開催回数 28 7 7 7 7 7 回 16 57.1% 8 7 9

①
多様な働き方の環境
整備【再掲】

多様な働き方の相談・
社会保険労務士相談の
実施

〇
ライフスタイル等に応じて多様な働き方を選択することができ
る環境を整備するとともに、人々が安心して働くことができる
セーフティネットとしての相談体制を充実します。

〇
多様な働き方の相談実施回
数・社会保険労務士相談の
実施回数

620 155 155 155 155 155 回 376 60.6% 199 205 171

② 産業情報の発信強化
兼業・副業等多様な働
き方に関する情報発信

区内事業者に、兼業・副業に関する労働法制や健康管理等
に関する情報をメールマガジン等を通じて周知を行います。

兼業・副業等に関する情報発
信（メールマガジン配信数） 24 6 6 6 6 6 回 1 4.2% ー 1 0

①
多様な働き方の環境
整備【再掲】

多様な働き方の相談・
社会保険労務士相談の
実施

〇
ライフスタイル等に応じて多様な働き方を選択することができ
る環境を整備するとともに、人々が安心して働くことができる
セーフティネットとしての相談体制を充実します。

〇
多様な働き方の相談実施回
数・社会保険労務士相談の
実施回数

620 155 155 155 155 155 回 376 60.6% 199 205 171

② 産業情報の発信強化

正規/非正規雇用労働
者間の不合理な待遇差
解消に関する指針等に
関する情報発信

区内事業者に、正規/非正規雇用労働者間の不合理な待遇
差解消に関する指針等に関する情報をメールマガジン等を
通じて周知を行います。

正規/非正規雇用労働者間
の不合理な待遇差解消に関
する指針等に関する情報発
信（メールマガジン配信数）

24 6 6 6 6 6 回 6 25.0% ー 2 4

①
経営相談窓口の充実
【再掲】

取引適正化等に関する
相談対応

〇

中小事業者の経営に係る総合相談窓口を設け、専門的な知
識を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業者の経営改善等を支援します。併せて、例えばイン
ボイスへの対応や取引適正化などの課題に対し、必要に応
じ、経営支援コーディネーターが事業者に伴走し経営相談
に当たることで、事業者が抱える様々な課題に対応します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

産業プラザにおける交流促進機能の拡大【再
掲】

5‐3 雇用形態等に
捉われない多
様な働き方が選
択できる環境の
構築

スキルや時間を提供したい
人と事業者のマッチングの
場や機会を創出・充実しま
す。

同一労働同一賃金をはじめ
とした、雇用形態にかかわら
ない公正な待遇が確保され
るよう、正規/非正規雇用労
働者間の不合理な待遇差
解消に関する指針やガイド
ライン等の周知強化を図ると
ともに、正規雇用での就職を
目指す方への職業相談や
就職支援を行います。

受発注時等に弱い立場とな
りがちな個人事業主やフ
リーランス等が安定して事業
に取り組むことができるよう、
価格交渉や納期設定など取
引の適正化に係る関係法令
やガイドラインの周知強化、
相談窓口を通じた相談対応
の充実などを図ります。

企業内創業や兼業・副業等
多様な働き方への理解や後
押しを促すとともに、兼業・
副業に関する労働法制や健
康管理等、留意する必要が
あるルール等の意識の向上
や普及啓発などに取り組み
ます。

図
る
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

②
産業情報の発信強化
【再掲】

取引適正化に関するガ
イドライン等の情報提供

〇
個人事業主やフリーランスに、取引適正化に関するガイドラ
イン等の情報を、メールマガジン配信サービスを活用して発
信し、安心して働ける環境を整備します。

〇
取引適正化に関するガイドラ
イン等の情報発信（メールマ
ガジン配信数）

24 6 6 6 6 6 回 2 8.3% ー 1 1

①
勤労者福祉機能等の
向上

健康経営に関する普及
啓発

健康経営に関するセミナーを開催するとともに、メールマガジ
ン等により、セミナーの案内をはじめとする健康経営に関する
情報発信を行うことで、事業者の健康経営に関する意識の向
上を図ります。

〇
健康経営に関する啓発活動
回数（メールマガジンによる
配信）

4 1 1 1 1 1 回 8 200.0% 1 2 6

③
産業広報誌等を通じた
優良事例の発信【再
掲】

健康経営に関する意識
の向上及び普及啓発

〇
区内事業者に、産業情報誌等を活用して事業者の取り組み
事例等を発信し、健康経営に関する意識の向上や普及啓発
を図ります。

産業広報誌やメールマガジ
ン等による情報発信回数 16 4 4 4 4 4 回 12 75.0% ー 4 8

勤労者福祉サービス（セラ・
サービス）のメニューの充実
や相談窓口機能の向上など
利便性向上を図ります。

①
勤労者福祉機能等の
向上

セラ・サービスの充実
区内中小企業に勤務する方を対象とした福利厚生制度メ
ニューの充実を図るとともに、相談窓口機能の向上を図りま
す。

〇 セラ・サービスの会員数 32,700 8,000 8,100 8,200 8,400 9,200 人 15,509 47.4% 7,634 7,640 7,869

①
多様な働き方の環境
整備【再掲】

多様な働き方の相談・
社会保険労務士相談の
実施

〇

ライフスタイル等に応じて多様な働き方を選択することがで
き、ワーク・ライフ・バランス向上に資する環境を整備するとと
もに、人々が安心して働くことができるセーフティネットとして
の相談体制を充実します。

〇
多様な働き方の相談実施回
数・社会保険労務士相談の
実施回数

620 155 155 155 155 155 回 376 60.6% 199 205 171

②
多様な働き方に関する
理解促進と意識向上

セミナー等通じた普及
啓発

セミナー等を通じて、事業者が多様な働き方やワーク・ライ
フ・バランスを正しく理解するための情報提供を行います。

セミナー開催回数 4 1 1 1 1 1 回 3 75.0% 1 1 2

③
多様な働き方に関する
理解促進と意識向上

多様な働き方に関する
情報発信

区内事業者に、多様な働き方やワーク・ライフ・バランスに関
する情報をメールマガジン等を通じて周知を行います。

多様な働き方に関する情報
発信回数（メールマガジンに
よる配信）

24 6 6 6 6 6 回 16 66.7% 8 8

①
産業振興公社による外部窓口提供サービスにより、社内にハ
ラスメント相談窓口を設置することができない等の事情で悩
む世田谷区内の中小事業者を支援します。

〇 契約件数 72 18 18 18 18 18 件 16 22.2% 6 7 9

②
就職活動中または就労中の方を対象に、就労にまつわる心
理的な悩みについて、臨床心理士が相談を受け付けます。

〇 相談実施回数 372 93 93 93 93 93 回 184 49.5% 98 92 92

６
 

心
身
と
も
に
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
世
田
谷

6‐1 健康経営の後
押し

情報発信やセミナー等を通
じて、事業者の「健康経営」
に関する意識の向上や普及
啓発を図ります。

ハラスメント相談外部委託サービスの実施

メンタルヘルス相談の実施

6‐2 多様な働き方や
ワーク・ライフ・
バランス向上を
後押し

事業者側に、テレワークやフ
レックス制、時短労働など多
様な働き方に関する理解を
さらに促し、意識の普及啓
発を図ります。

メンタルヘルスやハラスメント
等の相談窓口機能の向上を
図ります。
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

①
農福連携の推進【再
掲】

障害者施設等を対象と
した農作業体験会や地
域イベントの実施

〇

区内農地の保全及び障害者就労の促進と工賃向上に向け
て取り組む農福連携事業において、農作業体験会等の機会
を通した障害者の働く意欲の向上や、地域イベント等による
区民及び区内農家の意識醸成を進め、世田谷区における農
福連携を推進していきます。

〇
農福連携事業を通じた区内
就職者数 15 15 15 15 15 15 人 26 173.3% 8 10 16

②
高齢者就労メニューの
さらなる充実【再掲】

R60 -SETAGAYA-及び
シルバー人材センター

〇

働きたいシニアと働き手を求める事業者を対象にセミナーを
開催し、シニアに対する理解を深めるとともに、セミナーを通
して働きたいシニアのニーズに合った仕事の開拓を図りま
す。

〇
R60 -SETAGAYA-のセミ
ナーの開催回数 28 7 7 7 7 7 回 16 57.1% 8 7 9

③ 〇

産業政策の拠点である三軒茶屋産業プラザの更なる効果的
な活用による産業活性化に資する取組みの推進や、地域に
おける活躍の場や機会の創出、キャリアを活かした役割との
出会い、事業者間の連携や交流を促す機能強化について
検討します。

〇
産業団体代表者等と区との
意見交換会等の回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

シニアの働く意欲とニーズを
実現するため、シニア就労メ
ニューを充実させ、就労を望
む区民が健康に働き続ける
ことができる環境づくりを進
めます。 ①

高齢者就労メニューの
さらなる充実【再掲】

R60 -SETAGAYA-及び
シルバー人材センター

〇

働きたいシニアと働き手を求める事業者を対象にセミナーを
開催し、シニアに対する理解を深めるとともに、セミナーを通
して働きたいシニアのニーズに合った仕事の開拓を図りま
す。

〇
R60 -SETAGAYA-のセミ
ナーの開催回数 28 7 7 7 7 7 回 16 57.1% 8 7 9

個人の尊厳を尊重し、年
齢、性別、LGBTQなどの性的
指向及びジェンダーアイデ
ンティティ、国籍、障害の有
無等にかかわらず、多様性
を認め合い、自分らしく暮ら
せる地域社会を築くために、
一人ひとりの違いを認め合
い、多様な生き方を選択で
きるようなダイバーシティ経
営に関する意識の向上や普
及啓発を進めます。

①

区内事業者を対象に、ダイバーシティ経営に関するセミナー
などを通して、多様性を認め合うとともに理解を深め、雇用や
取引における疑問や不安を解消し、経営への活用や周知・
普及を図ります。

〇

ダイバーシティ＆インクルー
ジョン経営に関する啓発活動
回数（メールマガジンによる
配信）

24 6 6 6 6 6 回 15 62.5% ー 7 8

①
福祉人材の活用に向
けた雇用者への理解
促進と普及啓発

せせせプロジェクトの実
施

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主
生産品の商品開発のアドバイスをはじめSNSやメディアの活
用、イベント実施によるPR、ECサイトでの販路拡大等により、
売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めます。また
メディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し福祉人材の活用につな
げます。

〇
せせせプロジェクトイベントの
開催回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 5 6 5

②
農福連携の推進【再
掲】

障害者施設等を対象と
した農作業体験会や地
域イベントの実施

〇

区内農地の保全及び障害者就労の促進と工賃向上に向け
て取り組む農福連携事業において、農作業体験会等の機会
を通した障害者の働く意欲の向上や、地域イベント等による
区民及び区内農家の意識醸成を進め、世田谷区における農
福連携を推進していきます。

〇
農福連携事業を通じた区内
就職者数 15 15 15 15 15 15 人 26 173.3% 8 10 16

③

主に区内企業を対象に、障害者施設等の見学会や交流会、
障害者を雇用する企業によるセミナーなどを通して、障害者
への理解を深め、あわせて障害者雇用に関する情報提供を
行い、雇用における疑問や不安を解消し、雇用を進めます。

プログラムの実施回数 24 6 6 6 6 6 回 13 54.2% 6 6 7

社会の健全な一員として、
犯罪や非行歴のある方が生
活をしていけるように、事業
者への理解促進や普及啓
発を進めます。

①
犯罪をした人等の立ち直りを支え、地域社会で孤立すること
なく、必要な支援を受けられる環境づくりのため、事業者への
理解促進や普及啓発のため周知を行います。

犯罪をした人等の支援に関
する情報発信の回数
（メールマガジンによる配信）

4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% ー 1 1

産業プラザにおける交流促進機能の拡大【再
掲】

6‐3 ダイバーシティ
＆インクルー
ジョン経営の後
押し

多様性を認め合う経営の周知・普及

障害のある方が一人ひとり
の能力や特性に応じて働け
るように、雇用者への理解促
進や普及啓発を進めます。

障害者雇用の促進

再犯防止のための就労の推進

地域における活躍の場や機
会の創出、事業者との連携
や交流等を通じて、それぞ
れの生きがいや社会での役
割との出会いの促進を図り
ます。
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

外国籍人材登用に向け、事
業者が文化や習慣の違いを
理解し、雇用に関する手続
きや就労ルールなどの知識
についての啓発を図ります。 ①

区内事業者を対象に、セミナーや相談会等を通して、外国籍
区民への理解を深め、あわせて就労における疑問や不安を
解消し、雇用を進めます。

〇
「セミナー＆相談」の実施回
数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

外国籍を持つ区民の方が、
雇用に関する手続きや就労
ルールなどの知識について
相談できるよう、関係機関と
の連携を深めていきます。 ① 〇

外国籍を持つ区民の方を対象としたセミナーのほか、外国籍
を持った方の採用に興味のある事業者へのセミナー、相談
会等の充実を図ります。

「セミナー＆相談」の実施回
数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

アントレプレナーシップ教育
や経営、金融、ITなどのリテ
ラシー教育の機会の充実を
図るとともに、起業家と若年
世代の交流の場や機会、起
業アイデアのブラッシュアッ
プの機会を創出します。

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

アクセラレータープログ
ラムの実施

〇

新たな産業活性化拠点整備事業において、アクセラレー
タープログラムの実施や事業スペースの提供、専門人材によ
るサポート、他企業との交流・連携など資金面でのサポート
等を行い、安心してチャレンジできる環境を整えます。

〇
アクセラレータープログラム支
援事業者数 200 0 60 70 70 250 社 60 30.0% 0 0 60

起業・創業に意識を持つ人
が仲間集めや刺激をうけるこ
とができるプラットフォームの
構築・充実に取り組みます。

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、起業・創業に意識を持つ人
が仲間集めや刺激を受けることができる仕組みを構築し、コ
レクティブインパクトを創出します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計） 6,900 5,100 5,700 6,300 6,900 7,500 人 7,537 109.2% 4,547 6,701 7,537

①
区民の起業・創業の促
進【再掲】

特定創業支援事業等の
実施

〇

創業支援事業者との連携を強化し創業相談・創業セミナー
などを実施するとともに創業へのチャレンジを後押しする支
援や、区内事業者向けに支援策の周知を推進します。また、
オンライン配信を行い利便性の向上を図ります。

〇

①創業支援事業における創
業相談等の実施回数
②創業支援事業を受けた証
明書の発行者数

①368
②1,800

①92
②400

①92
②430

①92
②470

①92
②500

①92
②600

①回
②人

①128
②700

①34.8%
②38.9%

①452
②310

①66
②310

①62
②390

②
産業情報の発信強化
【再掲】

起業・創業支援策に関
する情報発信

〇
創業予定者や区内事業者を中心に、起業・創業に関する情
報の配信や、起業・創業時の支援策等をメールマガジン等を
通じて周知を行います。

起業・創業に関する情報発信
（メールマガジンる配信数） 24 6 6 6 6 6 回 15 62.5% ー 2 13

③ 〇

区内中小事業者の資金繰りや、販路拡大、ＩｏＴの活用、事
業承継など、事業者の経営を支援するため、様々な技術・ノ
ウハウや専門的な知識・技能を有する経営支援コーディネー
ターが、事業者や創業者に対する総合的なアドバイスを行い
ます。

経営支援コーディネーターに
よる総合的な経営支援の実
施件数

460 100 110 120 130 170 件 181 39.3% 74 100 81

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

区内事業者間の交流支
援

〇

新たな産業活性化拠点に整備予定のコワーキングスペース
において、インキュベーションマネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。
【カウント対象】　※下記の合計
①ビジネスマッチング支援（KPI１－３、KPI２－３）
②インキュベーションマネージャーの配置
③外部とのネットワーク作り
④コワーキングスペースでの交流促進

〇 ビジネスマッチング支援件数 2,040 0 70 980 990 150 社 70 3.4% 0 0 70

② 〇

中小事業者の経営に係る総合相窓口を設け、専門的な知識
を持つ中小企業診断士と相談を行える体制を組むことによ
り、事業者の経営改善等を支援します。併せて、必要に応
じ、経営支援コーディネーターが事業者に伴走し経営相談
に当たることで、事業者が抱える様々な課題に対応します。

〇 経営相談件数 2,720 650 670 700 700 700 件 959 35.3% 176 454 505

経営支援コーディネーターによる経営支援の実
施【再掲】

資金調達や手続き等に関す
る相談の場や機会を構築・
拡充します。

経営相談窓口の充実【再掲】

外国籍区民雇用に関する理解の促進

外国籍区民就労に関する理解の促進【再掲】

７
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谷
区

7‐1 起業関心層の
増加

起業・創業に必要な知識や
ノウハウ等に関する情報を
得ることができるメールマガ
ジンの配信や創業セミナー
の開催及び質の向上を図る
とともに、オンライン活用やラ
イフスタイルに応じた対応な
どの利便性の向上を図りま
す。

起業・創業者を
応援する仕組
みの構築・充実

7‐2

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

思いのある人の行動や活動
を後押しする実証や実験の
場、テストマーケティングの
場を構築するとともに、区民
がそのような事業者等を実
際に応援することができる仕
組みについて検討していき
ます。

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

テストマーケティング、
社会実証実験等の推進

〇

新たな産業活性化拠点整備事業において、小売店や飲食
店などによるトライアル販売、区内既存事業者による新たな
プロダクトやサービス開発にあたってのテストマーケティング
等の活動の場や社会実証フィールドの場を構築します。
①シェアキッチンの活用【KPI2-2】
②チャレンジショップの活用【KPI2-2】

〇
テストマーケティング機会の
提供 330 0 100 110 120 160 回 20 6.1% 0 0 20

② 〇
区内産業や区内事業者を区民が直接応援できる仕組みを
研究のうえ、検討します。 ー ー ー ー ー

① 〇

区内で新規プロジェクトの事業化等に挑戦する事業者に対
し、専門家によるアドバイス等の伴走支援や補助金、研修型
スクール事業による支援、地域連携型ハンズオン支援を行い
ます。

〇
事業実施前と比較し、売上変
動が好転した事業者数の増
加

215 80 45 45 45 80 事業者 79 36.7% 72 42 37

②
区内における起業・創業を促進するため、起業・創業にかか
る経費の一部を補助します。

〇 補助件数 80 20 20 20 20 20 件 22 27.5% ー 10 12

③ 〇
建設業関連産業団体との定期的な意見交換等の場を設け、
起業・創業者が地域で事業に取り組みやすい環境の構築に
向けた検討を行うなど、連携の強化を図っていきます。

意見交換会等の回数 8 2 2 2 2 2 回 3 37.5% 2 2 1

④ 〇
各種産業団体との意見交換会等の場を設置し、起業・創業
者が地域で事業に取り組みやすい環境の構築に向けた検討
を行うなど、連携の強化を図っていきます。

産業団体連絡会の回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 6 6 5

⑤ 〇
地域金融機関等と連携事業等を実施し、ネットワーク強化を
図ります。

地域金融機関等との連携事
業の実施回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

事業者と区内のオフィ
ス、店舗等とのマッチン
グの促進

〇
新たな産業活性化拠点整備事業において、区内の不動産
事業者との連携等により、事業者が区内に定着しやすい環
境を整備します。

〇
【区内定借支援】
区内のオフィス、店舗等の紹
介件数

9 ー 1 3 5 5 件 1 11.1% 0 0 1

②

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

テストマーケティング、
社会実証実験等の推進

〇

新たな産業活性化拠点整備事業において、小売店や飲食
店などによるトライアル販売、区内既存事業者による新たな
プロダクトやサービス開発にあたってのテストマーケティング
等の活動の場や社会実証フィールドの場を構築します。
①シェアキッチンの活用【KPI2-2】
②チャレンジショップの活用【KPI2-2】

〇
テストマーケティング機会の
提供 330 ー 100 110 120 160 回 20 6.1% 0 0 20

産業団体との意見交換会等の実施【再掲】

地域金融機関等とのネットワークの強化【再掲】

7‐3 起業経験者の
集積を促進

不動産事業者との連携等を
通じて空き店舗等の活用を
促進するとともに、実証や社
会実験等ができる場を構築
するなど、起業・創業に向け
た環境の充実を図ります。

基金やファンド等による区民が応援できる仕組
みの検討【再掲】

地域連携型ハンズオン支援の実施【再掲】

区内起業・創業チャレンジ支援

建設業関連産業団体との意見交換等の実施
【再掲】

地域の関係機関（産業団体
や金融機関等）と連携を組
み、円滑なコミュニケーショ
ンを図ることで、起業・創業
者が地域で事業に取り組み
やすい環境の構築・充実を
図ります。

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

必要とする事業者に事業経
営等に有効な情報が届く広
報を実施するとともに、事業
に有効な統計データの提供
等、情報へ円滑にアクセス
できる環境の改善・構築を
行います。

① 〇
区内事業者の実態や地域産業を取り巻く状況等について調
査を行うとともに、結果を公開することで区内事業者の実態
や状況を共有します。

調査実施回数 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

アクセラレータープログ
ラムの実施

〇

新たな産業活性化拠点整備事業において、アクセラレー
タープログラムの実施や事業スペースの提供、専門人材によ
るサポート、他企業との交流・連携など資金面でのサポート
等を行い、安心してチャレンジできる環境を整えます。

〇
アクセラレータープログラム支
援事業者数 200 0 60 70 70 250 社 60 30.0% 0 0 60

②
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、社会課題や地域課題の解決
に向けた新たな産業の育成の機会の提供や、コレクティブイ
ンパクトを創出します。

〇
若年層を対象にした
SETAGAYAPORTのプロジェ
クトの実施数

80 15 20 20 25 30 回 35 43.8% 10 15 20

区内事業者の実態調査の実施【再掲】

起業家と若年世代の交流の
場や機会の創出・充実を図
ります。
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTを通
じた多様な人々の交流
推進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、地域及び社会課題に関心を
持つさまざまなステークホルダーが仲間を集めたり、関心の
あるテーマを深堀するための交流機会を創出します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計） 6,900 5,100 5,700 6,300 6,900 7,500 人 7,537 109.2% 4,547 6,701 7,537

②
産業視点からの福祉
事業の課題解決

せせせプロジェクトの実
施

〇

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主
生産品の商品開発のアドバイスをはじめSNSやメディアの活
用、イベント実施によるPR、ECサイトでの販路拡大等により、
売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めます。また
メディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し福祉人材確保につなげ
ます。

〇
せせせプロジェクトイベントの
開催回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 5 6 5

③
農福連携の推進【再
掲】

障害者施設等を対象と
した農作業体験会等の
実施

〇

区内農地の保全及び障害者就労の促進と工賃向上に向け
て取り組む農福連携事業において、農作業体験会等の機会
を通した障害者の働く意欲の向上や、地域イベント等による
区民及び区内農家の意識醸成を進め、世田谷区における農
福連携を推進していきます。

〇
農福連携事業を通じた区内
就職者数 15 15 15 15 15 15 人 26 173.3% 8 10 16

④ 産業情報の発信強化
地域課題や社会課題
解決に関する情報発信

地域課題や社会課題に関する情報を集約し、メールマガジ
ン等により区内事業者向けに発信することで、地域課題や社
会課題への関心を高めるとともに、参画の機運を醸成する。

地域課題や社会課題解決に
関する情報発信（メールマガ
ジン配信数）

24 6 6 6 6 6 回 5 20.8% ー 2 3

①
産業交流による新たな
産業の創出

SETAGAYA PORTによ
る社会及び地域課題の
解決促進

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、様々なステークホルダーが
連携してプロジェクトに取り組みます。プロジェクトには様々な
形で関与・応援できる仕組みを検討します。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計）
Synergy!（シナジー）登録

2,800 2,000 2,400 2,600 2,800 3,600 人 3,034 108.4% 2,000 2,707 3,034

②
産業視点からの福祉
事業の課題解決【再
掲】

せせせプロジェクトの実
施

〇

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主
生産品の商品開発のアドバイスをはじめSNSやメディアの活
用、イベント実施によるPR、ECサイトでの販路拡大等によ
り、、売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めます。
またメディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクト
に伝える冊子やwebコンテンツを展開し福祉人材確保につな
げます。

〇
せせせプロジェクトイベントの
開催回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 5 6 5

③

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

テストマーケティング、
社会実証実験等の推進

〇

新たな産業活性化拠点整備事業において、小売店や飲食
店などによるトライアル販売、区内既存事業者による新たな
プロダクトやサービス開発にあたってのテストマーケティング
等の活動の場や社会実証フィールドの場を構築します。
①シェアキッチンの活用【KPI2-2】
②チャレンジショップの活用【KPI2-2】

〇
テストマーケティング機会の
提供 330 0 100 110 120 160 回 20 6.1% 0 0 20

④
高齢者就労メニューの
さらなる充実【再掲】

R60 -SETAGAYA-及び
シルバー人材センター

〇

働きたいシニアと働き手を求める事業者を対象にセミナーを
開催し、シニアに対する理解を深めるとともに、セミナーを通
して働きたいシニアのニーズに合った仕事の開拓を図りま
す。

〇
R60 -SETAGAYA-のセミ
ナーの開催回数 28 7 7 7 7 7 回 16 57.1% 8 7 9

⑤
地域・社会課題解決に
向けたソーシャルビジ
ネスの推進

ソーシャルビジネス・コ
ミュニティビジネス支援
事業の実施

持続可能な地域経済の発展を実現するため、社会課題や地
域課題の解決や地域の活性化を図る事業を行うソーシャル
ビジネス事業者に対して、補助を行うことで、持続可能な地
域経済の発展を実現します。

社会課題解決型ソーシャルビ
ジネスイベントの実施件数 6 1 2 3 3 回 1 16.7% ー ー 1

8‐1 地域及び社会
課題解決に関
心を持つ事業
者の増加

地域及び社会課題に関する
情報の集約や共有を図るた
めの情報発信を行うととも
に、個別テーマを深掘りする
ための交流や機会の創出を
図ります。

地域及び社会課題の解決
に向けて、気軽に参画でき
る手段の検討を行うととも
に、挑戦する区民や事業者
等を応援する仕組みの検討
を行います。

課題解決に参
画できる環境の
整備

8‐2

８
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図
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

地域及び社会課題の解決
に取り組む事業者等が気軽
に相談できる窓口を構築し
ます。また、積極的な取組み
を行う事業者を取り上げ、情
報発信することで、事業者
間の顔の見える化につなげ
ます。

①
産業広報誌等を通じた
優良事例の発信【再
掲】

地域及び社会課題解
決に取り組む事業者の
顔の見える化

〇
区内事業者に、産業情報誌等を活用して事業者の地域及び
社会課題解決に取り組み事例等を発信し、事業者間の顔の
見える化につなげます。

産業広報誌等による情報発
信回数 16 4 4 4 4 4 回 3 18.8% 2 2 1

①
産業視点からの福祉
事業の課題解決【再
掲】

せせせプロジェクトの実
施

〇

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主
生産品の商品開発のアドバイスをはじめSNSやメディアの活
用、イベント実施によるPR、ECサイトでの販路拡大等により、
売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めます。また
メディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し福祉人材確保につなげ
ます。

〇
せせせプロジェクトイベントの
開催回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 5 6 5

② 〇
区内産業や区内事業者を区民が直接応援できる仕組みを
研究のうえ、検討します。 ー ー ー ー ー

①
産業視点からの福祉
事業の課題解決【再
掲】

せせせプロジェクトの実
施

〇

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主
生産品の商品開発のアドバイスをはじめSNSやメディアの活
用、イベント実施によるPR、ECサイトでの販路拡大等により、
売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めます。また
メディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し福祉人材確保につなげ
ます。

〇
せせせプロジェクトイベントの
開催回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 5 6 5

②
高齢者就労メニューの
さらなる充実【再掲】

R60 -SETAGAYA-及び
シルバー人材センター

〇

働きたいシニアと働き手を求める事業者を対象にセミナーを
開催し、シニアに対する理解を深めるとともに、セミナーを通
して働きたいシニアのニーズに合った仕事の開拓を図りま
す。

〇
R60 -SETAGAYA-のセミ
ナーの開催回数 28 7 7 7 7 7 回 16 57.1% 8 7 9

③
地域・社会課題解決に
向けたソーシャルビジ
ネスの推進

ソーシャルビジネス・コ
ミュニティビジネス支援
事業の実施

持続可能な地域経済の発展を実現するため、社会課題や地
域課題の解決や地域の活性化を図る事業を行うソーシャル
ビジネス事業者に対して、補助を行うことで、持続可能な地
域経済の発展を実現します。

〇
ソーシャルビジネス補助交付
件数 20 5 5 5 5 5 件 7 35.0% ー 2 5

①
産業交流による新たな
産業の創出【再掲】

SETAGAYA PORTによ
る社会及び地域課題の
解決促進

〇

多様な人材や業種が交流する産業連携プラットフォーム
“SETAGAYA PORT”を通じて、区内を中心としたさまざまな
ステークホルダーと連携し、社会課題、地域課題の解決に取
り組みます。

〇
SETAGAYA　PORTの新規会
員登録者数（累計）
Synergy!（シナジー）登録

2,800 2,000 2,400 2,600 2,800 3,600 人 3,034 108.4% 2,000 2,707 3,034

②
産業視点からの福祉
事業の課題解決【再
掲】

せせせプロジェクトの実
施

〇

「せせせプロジェクト」により、障害者施設で製作される自主
生産品の商品開発のアドバイスをはじめSNSやメディアの活
用、イベント実施によるPR、ECサイトでの販路拡大等により、
売上向上とそれによる利用者の工賃アップを進めます。また
メディアと連携して福祉系産業の仕事の魅力をダイレクトに
伝える冊子やwebコンテンツを展開し福祉人材確保につなげ
ます。

〇
せせせプロジェクトイベントの
開催回数 20 5 5 5 5 5 回 11 55.0% 5 6 5

③

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

区内事業者間の交流支
援

〇

新たな産業活性化拠点に整備予定のコワーキングスペース
において、インキュベーションマネージャー等の専門人材を
通じて、相談、ビジネスマッチング、伴走支援を実施し、事業
者間の交流を促進します。
【カウント対象】　※下記の合計
①ビジネスマッチング支援（KPI１－３、KPI２－３）
②インキュベーションマネージャーの配置
③外部とのネットワーク作り
④コワーキングスペースでの交流促進

〇 ビジネスマッチング支援件数 2,040 0 70 980 990 150 社 70 3.4% 0 0 70

地域及び社会課題の解決
に取り組む事業者による事
業活動を、産業視点から
バックアップします。

9‐2 担い手間の共
創を促進

課題解決に取り組む事業者
間・担い手間の協業や連携
を促進する機会や場の構築
により、多様な視点や手法
でより効果的に地域及び社
会課題の解決につなげてい
きます。

９
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9‐1 事業者の取組
みを促す支援
の充実

課題解決に向けた事業や取
組みを、区民により応援する
雰囲気の醸成や仕組みの
検討を行います。

基金やファンド等による区民が応援できる仕組
みの検討【再掲】

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

① 地域経済循環の推進
せたがやPay事業による
継続的な消費の喚起

〇

世田谷区商店街振興組合連合会が実施するデジタル地域
通貨「せたがやPay」の運営を支援し、中小個店デジタルプ
ラットフォームとして区内中小個店や商店街の稼ぐ力を下支
えする基盤として整備することで、地域経済の活性化（中小
個店支援）や電子決済定着による産業効率化（地域産業
DX）等を推進し、もって地域経済の循環を図ります。

〇
せたがやPayアプリ利用者の
継続利用率 78 75 75 78 78 78 ％ 77.50 99.4% 78 77 78

② 地域経済循環の推進
(仮)せたがやPay連携ベ
ントによる賑わいの創出

せたがやpayとの連携イベント
数 80 100 40 50 61

消費者が正しい知識を持っ
て安心安全に商品やサービ
スを消費できる環境を整備
するとともに、消費行動に
よってもたらされる地域経済
循環や環境影響について意
識向上のための普及啓発を
図ります。

①

区民へ向けて各種広報媒体を活用した啓発や講座の実施、
消費者安全確保地域協議会の運営などにより、消費者の安
心安全の確保と消費行動の影響についての意識向上の推
進を図ります。消費者からの相談に対しては、安心安全の確
保に向け、適切な助言、情報提供、あっせん等によるサポー
トを行うとともに、必要に応じて立入検査等を実施します。

〇
消費者の安心安全や意識向
上に関する講座の実施回数 170 20 50 50 50 50 回 118 69.4% 33 58 60

①
商店街の地域連携の
推進【再掲】

地域連携型商店街事
業の実施・拡充

〇
商店街のイベントなどをサポートする地域人材を掘り起こすと
ともに、地域の町会・自治会やＮＰＯなどと協働した商店街事
業を実施するなど、地域住民の参加を促していきます。

地域連携型商店街事業の実
施数 12 3 3 3 3 3 事業 4 33.3% 3 2 2

② 〇

商店街や個店の魅力を発信する「まちゼミ・まちバル」や、世
田谷区商店街連合会が実施する、個店の魅力を掘り起こす
「個店グランプリ」などの開催を通じて、広く商店街や個店の
魅力をＰＲしていきます。

まちゼミ・まちバルの実施事
業数 68 17 17 17 17 17 事業 18 26.5% 4 9 9

商店街を含む地域全体のエ
リアリノベーションに取り組む
ことで、地域の人材を掘り起
こし、遊休資産などの地域
資源を活用して、エリア全体
の「稼ぐ力」の向上や魅力の
再創出等を図ります。

①
商店街等地域の面的
価値の向上に向けた
取組みの推進【再掲】

エリアリノベーションの
実施

〇

商店街を含む地域エリア全体の「稼ぐ力」の向上や魅力の再
創出等を目的として、地域の人材を掘り起こし、核となる店舗
誘致や遊休資産などの地域資源を活かすことで新たな需要
を取り込み、もって地域経済の循環を図ります。

〇
地域におけるリノベーションス
クール・勉強会等の開催 15 3 4 4 4 4 回 12 80.0% 0 6 6

① まちなか観光の推進
まちなか観光交流協会
への理解と参画の促進

PRや魅力発信などを通じて、世田谷まちなか観光交流協会
への理解と参画を促します。

〇
世田谷まちなか観光交流協
会会員数の増加 12 3 3 3 3 3 会員数 9 75.0% 3 4 5

② まちなか観光の推進
まちなか観光交流協会
の活動の活性化

世田谷まちなか観光交流協会を通じて会員間の関係が深化
し、協会主催の事業展開や会員間の連携した取組みが活発
な展開を後押しします。

〇
世田谷まちなか観光交流協
会の活動回数（イベント等事
業回数）

64 13 15 17 19 19 回 40 62.5% 10 19 21

継続的な消費
の喚起と賑わい
の創出

デジタル地域通貨「せたが
やPay」を活用し、区民や来
街者による継続的な区内消
費を喚起し、地域経済循環
を推進していきます。

消費者の安心安全の確保と消費行動の影響に
ついての意識向上の推進

商店街の個店の魅力の掘り
起こしを促進するとともに、
商店街を中心とする地域活
性化の取組みとの連携や支
援を通じて、商店街のPR及
び地域の賑わい創出を促し
ます。

個店の活動を後押しする取組みの推進【再掲】

区民や来街者が楽しみなが
ら区内を回遊できるまちなか
観光により、区内消費と賑わ
いを生み出すため、「世田谷
まちなか観光交流協会」へ
の事業者の参画を促すとと
もに、会員間の有機的な連
携と協働を生み出す土壌の
醸成を図り、同協会の観光
プラットフォーム機能の強化
やまちなか観光政策の基盤
を強化します。

【

基
本
的
方
針
４
】

地
域
経
済
の
持
続
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能
性
を
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た
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業
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動
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び
エ
シ
カ
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消
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る

１０
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10‐1
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

③
まちなか観光推進の基盤となる人流データの収集・分析を図
ります。 0 ー 公社検討中につき未入力

①
まちなか観光の推進
【再掲】

まちなか観光交流協会
への理解と参画の促進

〇
PRや魅力発信などを通じて、世田谷まちなか観光交流協会
への理解と参画を促します。

〇
世田谷まちなか観光交流協
会会員数の増加 12 3 3 3 3 3 会員数 9 75.0% 3 4 5

②
まちなか観光の推進
【再掲】

まちなか観光交流協会
の活動の活性化

〇
世田谷まちなか観光交流協会を通じて会員間の関係が深化
し、協会主催の事業展開や会員間の連携した取組みが活発
な展開を後押しします。

〇
世田谷まちなか観光交流協
会の活動回数（イベント等事
業回数）

64 13 15 17 19 19 回 40 62.5% 10 19 21

③
紙媒体の効果的な配布に加え、ＳＮＳや公式観光ホーム
ページ等デジタル媒体による発信を強化することで、インバ
ウンドを含む観光客の誘客、周遊につなげます。

公社公式SNS（X（旧twitter）、
Instagram）の新規フォロワー
の増加数

4,800 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 アカウント 6,501 135.4% 1,558 1,157 5,344

④
観光ボランティアガイドの活用により、区民の世田谷への愛
着の醸成とインバウンドを含む観光客の来訪を喚起し、地域
人材であるガイドと来訪者等との交流の促進を図ります。

観光ボランティアガイドの利
用者数 950 200 200 250 300 300 人 427 44.9% 217 161 266

⑤
世田谷みやげのブランディングとPRを強化し、その魅力を区
内外に発信するとともに、イベントへの出店や体験、ふるさと
納税返礼品としての活用等を図ります。

世田谷みやげの認知度 25 10 15 20 25 25 ％ 76 305.2% 41 36 41

⑥

川場村等他自治体との交流・連携を進め、相互に自治体の
魅力ＰＲや地元特産品の販売ブースの出店等を行うことによ
り、まちの賑わいの創出、交流人口を増やし、地域活性化を
図ります。

他自治体へのイベント出展機
会の提供等連携数 20 5 5 5 5 5 回 24 120.0% 10 15 9

①
世田谷区版図柄入りナンバープレートを通して世田谷ブラン
ドの普及・向上を図り、区民の一体感や地域に対する愛着心
の醸成、さらには観光振興や産業活性化の一助とします。

世田谷区版図柄入りナン
バープレートの交付件数 2,040 480 500 520 540 620 件 997 48.9% 447 519 478

②
世田谷のまちと産業の
魅力発信プロジェクト

ふるさと納税

世田谷で生まれ、全国的に知られるようになったモノ、コトを、
ふるさと納税を通して体験してもらい、世田谷の魅力を発信
し、世田谷を訪れてもらうことをねらいとします。人々が出会
い、新たな関係性をつくりだすローカルな取組みとして展開
します。

新たに追加した返礼品数 60 10 20 10 20 10 件 0 0.0% ー ー ー

住宅都市ならではの観光の
観点から、地域資源の発掘
や連動、地域の強みや魅力
のPR強化等を通じて、インバ
ウンドを含めた来街者を呼
び込み、区内での来街者消
費を喚起します。また、民間
事業者の観光イベント等と
の連携及び民間事業者間
の連携を促進し、来街者の
呼び込みを図ります。

誘客の促進に向けた情報発信力の強化

観光ボランティアガイドの利用促進

世田谷みやげの推進

他自治体との交流・連携による賑わいの創出

図柄入りナンバープレート
やふるさと納税等を通じて、
世田谷の強みや魅力をブラ
ンディングしPRしていきま
す。 世田谷区版図柄入りナンバープレートの普及啓

発

まちなか観光推進に向けたデータ収集・分析

10‐2 区外からの来街
者の呼び込み

検討中
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

世田谷みやげの品目増加
やブランディング、普及啓発
や周知等により、その魅力
の向上を図ります。

① 〇
世田谷みやげのブランディングとPRを強化し、その魅力を区
内外に発信するとともに、イベントへの出店や体験、ふるさと
納税返礼品としての活用等を図ります。

世田谷みやげの認知度 25 10 15 20 25 25 ％ 76 305.2% 41 36 41

① 魅力発見ツアー
桜新町ものづくりの魅力
発見ツアー

桜新町に居住されている方と町工場や事業所との交流イベ
ントを実施し、昔ながらのものづくりの街であり、世田谷区最
大の準工業地域である桜新町の魅力を知ってもらう機会を創
出します。

準工業地域の認知度 4 1 1 1 1 1 回 2 50.0% 1 1 1

②

区内産農産物について、地域ブランドとしての「せたがやそ
だち」を活用した差別化、高付加価値化の取組みを推進しま
す。特に、江戸東京野菜のひとつである大蔵大根の栽培技
術と固定種の継承などを通じて生産の拡大を図り、「せたが
やそだち」のシンボルとして区内産農産物のイメージアップを
図ります。

①東京都エコ農産物認証者
数（累計）
②大蔵大根栽培農家数（累
計）
③せたがやそだち新規利用
店舗登録数
④ロゴマーク補助金申請件
数
⑤ふれあい農園参加人数

①124
②126
③12
④80

⑤
136,500

①28
②30
③3

④20
⑤

33,500

①30
②31
③3

④20
⑤

34,000

①32
②32
③3

④20
⑤

34,500

①34
②33
③3

④20
⑤

34,500

①40
②40
③3

④20
⑤

35,000

①件
②件

③店舗
④件
⑤人

①68
②51
③9

④23
⑤64610

①54.9%
②40.5%
③75%

④18.8%
⑤47.3%

①28
②30
③6

④12
⑤30,782

①30
②26
③6

④15
⑤30,375

①38
②25
③3
④8

⑤34,235

③ 〇

区内産農産物について、飲食店への販売方法の検討やビジ
ネスプランコンテスト開催による加工品等の新商品の開発支
援、地域ブランドとしての「せたがやそだち」を活用した差別
化、高付加価値化の取組みを推進します。さらに、区内産農
産物の販路拡大に向けて区内ＪＡや農業団体の意向等も踏
まえて検討を進めていきます。

①「せたがやそだち」使用店
登録数
②せたがやそだちビジネスプ
ランコンテストによる商品化数

①8
②12

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①件
②件

①54件
②7件

①675%
②58.3%

①16
②3

①22
②4

①32件
②3件

①
地域経済循環の推進
【再掲】

せたがやPay事業による
継続的な消費の喚起

〇

世田谷区商店街振興組合連合会が実施するデジタル地域
通貨「せたがやPay」の運営を支援し、中小個店デジタルプ
ラットフォームとして区内中小個店や商店街の魅力を発信
し、消費者を誘引する基盤として整備することで、地域密着、
地元志向、地域への愛着の向上を図ります。

〇
せたがやPayアプリ利用者の
継続利用率 78 75 75 78 78 78 ％ 77.50 99.4% 78 77 78

② 〇
世田谷区版図柄入りナンバープレートを通して世田谷ブラン
ドの普及・向上を図り、区民の一体感や地域に対する愛着心
の醸成、さらには観光振興や産業活性化の一助とします。

世田谷区版図柄入りナン
バープレートの交付件数 2,040 480 500 520 540 620 件 997 48.9% 447 519 478

①
持続可能な消費者行
動の推進

消費生活センターだより
等による啓発等の実施

各種広報媒体を活用した啓発や講座を実施して区民へ向け
た普及・啓発を進め、持続可能な消費者行動であるエシカル
消費の推進を図ります。

〇
エシカル消費に関する講座
の実施回数 60 15 15 15 15 15 回 37 61.7% 13 20 17

② 〇

区内産農産物について、飲食店への販売方法の検討やビジ
ネスプランコンテスト開催による加工品等の新商品の開発支
援、地域ブランドとしての「せたがやそだち」を活用した差別
化、高付加価値化の取組みを推進します。さらに、区内産農
産物の販路拡大に向けて区内ＪＡや農業団体の意向等も踏
まえて検討を進め、区民の地産地消やエシカルに関する意
識や理解の促進を推進します。

①「せたがやそだち」使用店
登録数
②せたがやそだちビジネスプ
ランコンテストによる商品化数

①8
②12

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①件
②件

①54件
②7件

①675%
②58.3%

①16
②3

①22
②4

①32件
②3件

①
持続可能な消費者行
動の推進

子ども向けの啓発チラ
シを活用した学習機会
の提供

エシカルを身近に感じることができ、実践できる場の提供や
機会を創出して区民へ向けた普及・啓発を進め、持続可能
な消費者行動であるエシカル消費の推進を図ります。

〇 啓発チラシの配布枚数 35,500 10,000 8,500 8,500 8,500 8,500 部 16,546 46.6% 7,300 8,350 8,196

10‐3 区民の地元愛
着の更なる向上

世田谷みやげ【再掲】

ものづくり発見ツアーやふれ
あい農園（収穫体験事業）、
区内産農産物の「せたがや
そだち」としてのブランド化な
どの取り組みを通じて、自分
たちの地域産業の特色と魅
力を知ってもらう機会を創出
していきます。

農産物の高付加価値化の促進

魅力ある農業経営の展開支援【再掲】

デジタル地域通貨「せたが
やPay」や図柄入りナンバー

プレートにより、世田谷のPR
を図ります。

世田谷区版図柄入りナンバープレートの普及啓
発【再掲】

１１

エ
シ
カ
ル
が
身
近
に
存
在
す
る
世
田
谷
区

11‐1 エシカル関心層
の増加

環境や人・社会、また地域
に配慮した消費行動である
エシカル消費に関する理解
促進や普及啓発を行い、エ
シカル消費に関心を持つ区
民の増加や裾野の拡大に
取り組みます。

魅力ある農業経営の展開支援【再掲】

エシカル消費を身近に感じ
ることができるイベントや、身
近な行動との結びつき、実
践できる場の提供や機会の
創出に取り組みます。
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

②

区内で生産された農産物の地産地消を推進することにより、
農産物の運搬エネルギー削減への寄与を図ることをねらい
に、品評会や農業祭などのイベントを活用して「せたがやそ
だち」の販売促進につなげていく。

「せたがやそだち」販売促進
イベント開催回数 32 8 8 8 8 8 8 8 25.0% 4 4 4

①
規格外野菜の販売や食品ロス削減などエシカル消費を実践
する事業者を集めてイベントを開催する。来場者にエシカル
消費を知ってもらい、行動促進につなげる。

〇
エシカル消費に関するイベン
トの開催数 4 1 1 1 1 1 回 1 25.0% 1 1 0

②
持続可能な消費者行
動の推進【再掲】

消費生活センターだより
等による啓発等の実施

〇
各種広報媒体を活用した啓発や講座を実施して区民へ向け
た普及・啓発を進め、持続可能な消費者行動であるエシカル
消費の推進を図ります。

〇
エシカル消費に関する講座
の実施回数 60 15 15 15 15 15 回 37 61.7% 13 20 17

①
持続可能な事業者行
動の推進

エシカル消費に賛同す
る事業者に対して、「賛
同事業者ステッカー」の
配布等の実施

エシカル消費賛同事業者の募集を行い、事業者のエシカル
に関する意識や理解の促進を図ります。

〇 賛同事業者数 90 30 20 20 20 20 者 53 58.9% 0 31 22

②

事業者に食品ロス（規格外農産物なども含む）の状況とその
削減の必要性について理解を推進し、食品ロス削減や分別
の徹底を促すとともに、事業者のエシカル普及啓発に取り組
みます。また、拡大生産者責任の考え方のもと、廃棄物の発
生や排出抑制のための普及啓発を推進します。

食品ロスや廃棄物の削減、
フェアトレードなどエシカル消
費に関する啓発活動回数
（メールマガジン等による配
信）

18 6 6 3 3 3 回 12 66.7% 8 4 8

③ 〇

区内産農産物について、飲食店への販売方法の検討やビジ
ネスプランコンテスト開催による加工品等の新商品の開発支
援、地域ブランドとしての「せたがやそだち」を活用した差別
化、高付加価値化の取組みを推進します。さらに、区内産農
産物の販路拡大に向けて区内ＪＡや農業団体の意向等も踏
まえて検討を進め、地産地消やエシカルに関する意識や理
解の促進を推進します。

①「せたがやそだち」使用店
登録数
②せたがやそだちビジネスプ
ランコンテストによる商品化数

①8
②12

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①件
②件

①54件
②7件

①675%
②58.3%

①16
②3

①22
②4

①32件
②3件

①
持続可能な事業者行
動の推進

エシカル消費賛同事業
者によるカンファレンス
の実施

エシカル消費賛同事業者を繋ぐ取り組みを行い、事業者が
エシカルを取り入れ実践する契機としエシカル意識の醸成を
図ります。

〇 カンファレンス実施回数 4 1 1 1 1 1 回 1 25.0% 0 0 1

② 〇

事業者に食品ロス（規格外農産物なども含む）の状況とその
削減の必要性について理解を推進し、食品ロス削減や分別
の徹底を促すとともに、事業者のエシカル普及啓発に取り組
みます。また、拡大生産者責任の考え方のもと、廃棄物の発
生や排出抑制のための普及啓発を推進します。

食品ロスや廃棄物の削減、
フェアトレードなどエシカル消
費に関する啓発活動回数
（メールマガジン等による配
信）

18 6 6 3 3 3 回 12 66.7% 8 4 8

③ 〇

区内産農産物について、飲食店への販売方法の検討やビジ
ネスプランコンテスト開催による加工品等の新商品の開発支
援、地域ブランドとしての「せたがやそだち」を活用した差別
化、高付加価値化の取組みを推進します。さらに、区内産農
産物の販路拡大に向けて区内ＪＡや農業団体の意向等も踏
まえて検討を進めていきます。

①「せたがやそだち」使用店
登録数
②せたがやそだちビジネスプ
ランコンテストによる商品化数

①8
②12

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①2
②3

①件
②件

①54件
②7件

①675%
②58.3%

①16
②3

①22
②4

①32件
②3件

事業者の食品ロスや廃棄物の削減、地産地消
の取組み、フェアトレードなど環境に関する啓発
活動【再掲】

魅力ある農業経営の展開支援【再掲】

世田谷産農産物「せたがやそだち」の販売促進
による地産地消の推進

事業者のエシカ
ル意識の醸成

食品ロスや廃棄物の削減、
地産地消の取組み、フェアト
レードなど、事業者のエシカ
ルに関する意識や理解の促
進に関する普及啓発に取り
組みます。

事業者の食品ロスや廃棄物の削減、地産地消
の取組み、フェアトレードなど環境に関する啓発
活動

魅力ある農業経営の展開支援【再掲】

食品ロスや廃棄物の削減、
地産地消の取組み、フェアト
レードなど、事業者がエシカ
ルを取り入れることができ、
実践することができる場の提
供や機会を創出し、事業者
のエシカル意識の醸成を図
ります。

持続可能性を考慮した製品
やサービスの購入促進のた
めの普及啓発に取り組みま
す。 エシカル消費を実践する事業者によるイベント

の開催

11‐2
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参考２

再掲

合計
（R6～R9）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R13年度 単位
実績累計
（R6～R9）

達成率 R5年度 R6年度 R7年度

地域経済発展ビジョン

方針 目指す姿 目指す姿の実現に向けた取組み
施策名

事業内容

行動指標（アウトプット）

目標値(内部管理用) 実績値（アウトプット）重点
PJ

フォローアップ

実績

アクションプラン（目指す姿実現に向けた主なアクション）

持続可能性を考慮した製品
やサービスの製造・販売に
関する意識や理解の促進に
関する普及啓発に取り組み
ます。 ② 〇

規格外野菜の販売や食品ロス削減などエシカル消費を実践
する事業者を集めてイベントを開催する。来場者にエシカル
消費を知ってもらい、行動促進につなげる。

〇
エシカル消費に関するイベン
トの開催数 4 1 1 1 1 1 回 1 25.0% 1 1 0

① 産業情報の発信強化
脱炭素等環境に関する
情報発信

脱炭素など環境意識等に関する情報発信や普及啓発を行
い、事業者の環境意識の向上を図ります。

〇
脱炭素など産業分野におけ
る環境に関する情報発信
（メールマガジン配信数）

24 6 6 6 6 6 回 8 33.3% 0 1 7

②
環境に配慮した取組みを推進する事業者の認証取得等を支
援します。

①環境認証（ＩＳＯ等）取得事
業者数
②省エネルギー対策資金貸
付件数

①8
②4

①2
②1

①2
②1

①2
②1

①2
②1

①2
②1

①社
②件

①4
②2

①50.0%
②50.0%

①1
②2

①3
②0

①1
②2

③ 〇
区内中小事業者等の生産性向上に資する設備投資や製品
購入、効率化や省エネ性能の高い設備や製品等経費の一
部を補助します。

〇 補助件数 80 20 20 20 20 20 件 38 47.5% ー 20 18

④
持続可能な事業者行
動の推進

事業者向けSDGｓセミ
ナーの実施

事業者向けのSDGｓセミナーを実施し、SDGｓ経営等の理解
促進を図り、事業者の持続可能な経営を後押しします。

SDGｓセミナー開催数 20 5 5 5 5 5 回 2 10.0% ー 1 1

新たな産業活性化拠点等の
活動を通じて、環境配慮を
促す事業者の育成や環境
産業の育成を支援します。

①

新たな価値を創出する
事業者・人材の育成、
区内産業のイノベー
ションの創出【再掲】

脱炭素に資する取組み
施設を活用して、二酸化炭素の削減等の環境に配慮した取
組みの普及・啓発等を行い、持続可能な社会の実現に寄与
する。

〇 脱炭素に資する取組み件数 8 0 0 3 5 件 0 0.0% 0 0 0

11‐3 脱炭素等意識
の醸成と実践の
後押し

脱炭素等環境意識の向上と
醸成促進のための情報発信
や普及啓発に取り組みま
す。

環境認証等の取得促進

生産性向上に向けた設備整備の後押し【再掲】

エシカル消費を実践する事業者によるイベント
の開催【再掲】
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